


心 の 糧
十二使徒評議員

マ リオ ン Ｇ． ロ ム ニ ー

１男騒 贈 鶉 箒蕪 論 隠藷 繍 １●蔽認
ける神の子キ リス トの信仰，バプテスマと按手による聖霊の賜などの教義を教えて

理解せしめざれば，罪その両親の頭に留 るべ し。およそシオン，または，組織せ ら

れたるステーキ部内に住める者の律法はかくの如 し。」（教義と聖約 ６８：２５－２６）

世は今や不正に満ち，我々の敵，サタンは正義に対 し総力をあげて攻撃を加えて

いる。子供と若人とはサタンの主な標的である。彼 らはどこにあっても邪悪 と不道

徳の宣伝にさらされがちである。どこを向いても彼らは，あらゆる聖なるものと義

なる原則とを破壊 し， あざむ く悪巧みにほんろうされている。

もしも，我々の子供たちがこのサタンの猛襲に耐えるに充分強化され得るとすれ

ば，主の指示に従 って，彼 らは家庭で教えられ，訓練されねばならない。

神権者はみな各々その召 しに伴なう威厳と力とをもって，自身の家に秩序をもた

らそうではないか。また家庭の夕べを定期的に行ない， 「小児たちを光明と真理の

中に」（教義 と聖約 ９３：４０）導き，ホーム ・ティーチングの責任を弓「き受けて，家

族をよく訪問 し，高め，励まし，鼓舞 して，その家族に模範を示そうではないか。

か くしてシオンの子供たちは，悪魔の妊計に対抗することができ，教会は 「起ちて

己が光を輝かし， （その）光よろずの国民のはたじるし」となり始めるであろう。

（教義と聖約 １１５：５）
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９月のこよみ

１９０１年 ， 日本 へ の伝 道 が 開始 さ

る。

ヒー バ ー Ｊ． グ ラン ト長 老

１９５８年 ，

る。

デ ビ ド

ロ ン ド ン神殿献堂 さ

０． マ ッケ イ大 管 長

１８７３年 ，第 ９代 大 管長 デ ビ ド

０． マ ッケ イ ， ユ タ州 ハ ン ツ ビ

ル で生 ま る。

１９５５年 ． ス イ ス神 殿 献 堂 さ る。

デ ビ ド ０． マ ッケ イ大 管 長

１８９８年 ， 第 ５代 大 管 長 と して ，

ロ レ ンゾ ・ス ノーが 支 持 さ る。

１８８４年 ， ロー ガ ン神 殿 献 堂 さ

る。

ジ ョン ・テ イ ラー 大 管 長

１８２３年 ，天 使 モ ロナ イ， ジ ョセ

ブ ・ス ミス に現 わ る。

１９４５年 ， ア イ ダ ホ 神 殿 献 堂 ざ

る。

ジ ョー ジ ・ア ルバ ー ト・・ス ミス

大 管 長

今月の表紙

今月の表紙は新 たに任 命 された ４名 の

教会幹部である。 十二使徒評議員 ボイ

ド Ｋ．パ ッカー長 老 （左上 ）， 十二 使

徒評議 員会補助 ジョセ ブ ・ア ンダー ソ

ン長 老 （右上 ）， デ ビ ド Ｂ． ハイ ト長

老 （左下）．ウ ィリアム Ｈ． ベネ ッ ト

長 老 （右下）．
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〈予言者のことば〉

一 ・ つ の

大 切 な 教．え
大 管 長、

ぐ 　 　 　 ヘ

ジ ョ セ ブ ・ フ ィ ー ル ァ ィ ン ク ・ ス ．ミ ス

「
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は教 会 の 舵 とな りた も う。 私 は あな た が た と共 に， こ

神 の一大真理のうちに喜びを感じている。教会は人間の

業ではなく，人間により作 られた ものでもない。それは世の

救い主なる主によりたて られた。ジョセブ ・ス ミスがまさし

く自ら証 している通 りに召され任命されたことを 私 は証 す

る。すなわち，彼は，我々が住む この神権時代を先導すべ く

召され，完全なる福音を確立 し，神権を回復 した。この神権

は天父からの力であり， これにより我々は人の救いのために

なすあらゆる福音の儀式を執行することができる。

私はこれらの真理を固く信 じて疑わない。主は我タを迷い

の中にはおかず，闇の中を手探 りで進むままにもしておきた

まわない。主の教会は啓示のみたまにより導かれ，主の霊感

が頭に立つ人々の上に注がれている。

私は福音の諸原則を学ぶたびに， このみ業が変わることな

き大切な原則にもとずいているという偉大な真理を再び思い

起 こし，私の心は喜びに満たされる。それ らの原則は変わっ

てはな らないし，変わることはあり得ない，それらは永遠だ

か らである。我々は進歩を信 じるが，主が与えたもうた原則

に人の考えをおき代えることはできない。 もしおき代えるこ

とがなければ，主が選び我々にあ らわ したもうた 計 画 に よ

り，我々は救われうるのである。

人が計画を公にし，理論を選び，見知らぬ仕事を紹介 し数

多 くの教義を教える際にも，唯一の教えが基とな るで あ ろ

う。そ して，我々はそれか ら離れることができない。すなわ

ち，あらゆる事柄は世の蹟い主なるイエス ・キ リス トに集中

されるという教えである。我々はキリス トを肉体における天

父の独 り子，すなわち不滅の父を持ち，肉体において世に住

みたもうた唯一のお方として受け入れている。イエス ・キリ

ス トの長子権と降誕にまつわる諸条件により，イェス ・キ リ

’！ 〒塾 讐》・繍 ～ ．．．

ス トは人類の瞭い主 となりたもうた。そして主の犠牲により

主がたて られた偉大な贈いの計画を我々が受け入れ，悔い改

めるという条件のもとに，我々は天父の御許に立ちかえるこ

とができる。 ．

これ らのことを考えることにより，主がどのようにすべて

の事柄を秩序の中に確立 し，完全な体系を与えたもうかとい

う，教会の組織に関することも，・いささか心に浮んで くる。

人はその組織を改良することはできない。もし我々は，主が

あらわされた組織を，そのあらわされたままに運用するなら

ば，あらゆることは完全になるであろう。なぜな ら，その組

織は完全であり，その理論，その計画には欠点がないからで

ある。

すべてが一度に与え られたわけではなかった。それは今も

なお，我々の必要に応 じて啓示されている。そして予言者ジ

ョセブ ・ス ミスが述べた真理，彼が神について教えたことが

その中で明らかにされている。

このように主は計画を備えられ；我々が真理と正義と謙遜

を知 って進歩することができるように，その計画を啓示 した

もうたのである。 もし主が意図 しておられる通 りに我々が完
ギワ

全 に そ の計 画 に従 うな ら， 教 会 内 に は何 の不 正 もあ ら探 し も

な く， ま た会 員 た ち の心 に， し っと， 羨 望 ， 争 い， 悲 しみ も

な くな るで あ ろ う。 そ れ ら・の す べ て は止 み， 我 々 は主 に仕 え

主 の 戒 め を守 る とい う一 つ の望 み を持 っ て， 統 一 戦 線 に立 つ

で あ ろ う６

主 は 教 会 と と も にあ り， 我 々 を導 い て お られ る。 主 の み た

まは この 民 の 上 に 注 が れ て い る。主 が我 々 に望 み た も う こ と

は， 我 々が み な一 つ と な って ， 謙 遜 に 主．に仕 える こ とな の で

あ る。圏

２２９



新 たに任命 され た教 会幹 部 価
十二使徒評議員

ボ イ ド Ｋ ． パ ッカ ー 長 老

ジ ェ イ Ｍ ． ト ッ ド

イ ド Ｋ． パ ッ カー長 老 の名 前 は教 会 員 に と って 耳 新

衆 しい名前ではない
。パッカー長老は過去 ９年間教会幹

部であり，現在わずか４５歳の若さである。世界各地の聖徒た

ちはパ ッカー長老の勧告を聞き，静かな口調の中に人をひき

つけながらも，鋭いユーモアを交えた率直な彼の演説を聞い

ている。

パッカー長老を訪れ る人は，彼の片時 も忘れないほほえみ

とすばらしい態度を忘れられな くなる。彼は，知恵を得 るこ

とと，その表現方法を求めることの意味について，年齢から

は考えられないほどのすば らしい業績を残 している男の中の

男として知 られている。

しか し，ボ・イド Ｋ．パ ッカー長老は新たに予言者，聖見

者，啓示を受 くる者すなわち十二使徒評議員会会員 どして支

持 され特別な地位を果たすこととなった。

これまでのパッカー長老を略記すると，ユタ州ブリガム市

にて少年時代をすごし， ローガン神殿で ドナ ・ス ミス と結

婚，教育学士，２０代に ６年間高等評議員， ４年間市議会議員

を勤め，市から功労賞を受けた。教会セミナリー（宗教講座）

およびインスティチュート （神学講座）の副校長 （２０代で指

名された），１９６１年 （３７歳の誕生 日直後）十二使徒評議員会

補助に召された。

しか し，人となり，使命，すべてを略記することはできな

いが次にあげるパ ッカム長老自身の言葉と彼を良 く知る人々

の言葉 にそれ らがよく表わされている。

「何年 も前に，私は人生におけるい くつかの基本的な目的

すなわち私のなりたいものしたいことを選びました。第一に

私は良い父親になりたいと思いました。 これは職業の選択に

限ったものではありませんでした。良い父親になるというこ

とは，私が方向を定める上での最後のよりどころとなるもの

だと考え，そのため生活，趣味，社会上の機会 さえも，その

理想に照 らし合わせて考えなければならないと感 じていまし

た。間もな く，父親 らしい父親になるための完全な計画は福

音であることに気づき，私は教会に通い，聖典を学び，役員の

話に耳を傾けるようになりました。これは私の知識の倉庫で

す。家庭は福音の中心であり，私の生活の中心です。私はい

ろいろ興味あるものやおもしろいものを見てきましたが，世

界のどこをとっても，家庭におきかえることはできません」

パッカー長老と姉妹 （「完全な妻」と申 しあげたい）は男 ７

人女 ３人計１０人の子供たちに恵まれている。南 ソル トレーク

渓谷にあるパ ッカー家の農場はまさに安 らぎを得 る場所１であ

る。 煮

「私はどちらかというと大家族の方が育てやすいと思 つて

います。それは何をなしとげるつもりかその目標で決 まりま

す。物質的な恵みを与えたいと思うな ら，当然子供が少なけ

れば少ない程，一人当り多 くのものを与えることが で き ま

す。一方，利己心を捨てること，責任，協力，互いに重んじ

ることを教えようとするな ら，まず十分な人数のいる，秩序

のある家族がなければなりません。子供たちは倹約， まに合

わせること，何かを作 り出すことを学び，物質的に足 りない

ところを埋め合わせる以上 の恵みを受けていることを知 りま

した。私の子供たちは育った環境に似つかわ しく成長すると

思います。」

イラ Ｗ．とエマ ・ジェンセン ・パ ッカーの１１人の子供の

１０番 目に生まれたパ ッカー長老は，大家族について話す時に，

自分 もそれを経験 した者として話 しているのである。 「私の

生まれ育った家族を抜きにして私がこの地位 にまできたこと

をお話 しすることはできません。

私たちは数に恵まれていましたが，父母にも恵まれていま

した。両親はもっぱら良い家族を作ることに労力を費 してい

ました。私の生活についてお話 しする価値のあると思うこと

はただ一つ，私が家族すなわち両親 兄弟，姉妹それに私 自

身の家族か ら学んだことです。私は生まれ育った家族よりも

私 自身の家族からの方が多 くの教訓を得ています。」
「２番 目の目標は，良い人間になりたいという こ とで し

た。多くの人はそれを言 うのを恥ずか しが りますが，私は恥

ずか しくありません。私は善良な人間，何か良いことをする

人間になりたいと思っていました。特に，天の御父と地上 の

父親にとって良い息子になりたいと思ってきました。私は自

分がそうならない限 り，良い子供を持つ ことはできないと思

っています。私たちが自分自身にもう一人のもっと価値ある

人をつけ加えることは，天父の栄光に帰することだと考えて

います。私が喜んで与えたくないものは，受ける資格がない

と感 じてきました。」

パッカー長老が関心を抱いていることを聞いてみると，彼

の人柄がわかる。 「森の中を一緒に歩いてみなければ，彼を

本当に知 ることはできない」 と長い間の親友であり，七十人

最高評議員のＡ．セオ ドア ・タトル長老は語 っている。 「ボ

イ ドは自然を愛 している。山々，動物，特に小鳥を。小鳥をよ

２３０
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く観 察 して い る。 鳥 を見 た り， 鳴 き声 を聞 い た りす れ ば ， す

ぐさ ま種 類 と名 前 を あ て られ る ほ とだ。 鳥 の名 や 習 性 を知 っ

て い る し， 鳥 の絵 を描 い た り， 彫 刻 す る のが 好 き だ。 そ して

とて も う まい。 自然 愛 好 者 で あ る と共 に， 自然 を描 く画 家 で

もあ るよ うだ。 以前 住 ん で い た家 の壁 に そ の地 方 に見 られ る

あ らゆ る種 類 の 鳥 を描 い て い た。 そ れ は とて もき れ い だ っ

た。 彼 は木 ， 植 物 ， 動 物 ， 中 で も鳥 の命 を非 常 に大 切 に して

い る 。」

パ ッカ ー長 老 を よ く知 るあ る友 人 は 「彼 に つ い て一 つ言 え

る こ とは ， 彼 は物 を 美 し くす る人 だ とい う こ とで す。 家 族 の

人 と一 緒 に絵 を 書 いた り，床 を み が い た り， 大 工 仕 事 を した

り， 植 物 を植 え た り， 畑 を耕 した り とい うよ うに もの ご と を

整 え る こ との好 きな人 で す。 周 囲 に あ る もの は な ん で も， 独

特 な 創造 的 な方 法 で， 喜 ば し く， 美 し くす るの で す」 と話 し

て い る。

また ， 「パ ソカ ー長 老 が セ ミナ リ ーの校 長 を して お られ た

時， 観 察 力 の 秀 れ た あ る教 師 は こ う語 って い ま した。 「彼 は

非常 に 心 の鋭 い人 で す 。 ど うい う意 味 か と言 い ま す と， もの

ご とを 理 解 して ， 正 し く整 理 で き る人 だ とい う こ とで す 。」」

とあ る友 人 は語 って い る。 また か つ て の 同僚 は こ う寸 評 して

い る。 「彼 の 言 動 は 常 に理 論 整 然 と して い る。 そ こで私 は彼

に尋 ね て み た こ とが あ る。 『あな た の 知恵 は ど こか ら生 ま れ

るの で す か 』 と。」

この質 問 は パ ノカ ー長老 を 少 な か らす とま どわ せ た か も知

れ な い。 これ は答 え に はな らな いが ， パ ソカ ー長 老 か教 会 員

は す べ て 自分 を 見 い出 す 必 要 が あ る と深 く信 じて い る こ とを

理 解 す る鍵 で あ る。 「教 会 す な わ ち私 た ち に は まだ 開 発 され

て いな い大 きな 力 か あ る と思 って い ま す 。 な せ 開発 され て い

な いか と言 い ます と， 私 た ちは 自分 た ちの方 法 で もの ご とを

行 な って い るか らで す 。 主 の 方 法 に 従 え ば ， さ らに大 きな報

いが あ る に違 い あ り ませ ん 。 しか し，私 た ちは何 を し， 何 を

考 え るべ き なの か ， 主 の 方 法 あ るい は み こ こ ろを ，尋 ね て み

な いの で す 。 な ぜ 天 父 に お話 し しな い の で し ょうか。 特 定 の

こ と， 現 実 の問 題 を お 話 し しな い わ け で す か 。 な せ地 上 の 父

親 に対 す る よ うにひ ん ぱ ん に お話 を しな い の で す か 。」

パ ッカ ー長 老 の職 場 の 同 僚 は， 彼 に つ い て 語 っ て い る。

「彼 は祈 りの人 で す 。 非 常 に よ く祈 る人 で す 。主 か ら聞 くこ

と を知 って い る人 で す 。」

管 理 能 力 ， 指 導 力 は 自己 管 理 の 一 部 で あ る。 こ の点 に つ い

て パ ッカ ー長 老 は非 常 に秀 れ て い る。 「彼 は 信頼 を勝 ち得 る

何 事 に も く じけ な い 目的 意 識 に加 えて 立 派 な 態 度 を 身 に つ け

た天 性 の指 導 者 で あ る」 と一 人 の 同 僚 は 語 って い る。 ま た ，

パ ノカ ー長 老 の部 下 の一 人 は こう話 して い る。 「彼 は あ るべ

き姿 で 人 を扱 う方 で す 。 権 限 を委 譲 す る時 は， 文 字 通 りに 権

限 を与 え る ので す 。 彼 と話 を す る と， 彼 の 考 え に 同 調 して 話

して い る 自分 に気 付 く ことで し ょ う。 こ う して ， 自分 も も っ

と良 くな りた い， もっ と創 造 的 に な り， もっ と責 任 感 の あ る

人 間 に な りた い と思 わ ざ る を得 な くな る ので す 。」

パ ッ カー長 老 を よ く知 る人 は以 上 の よ う に考 えて い る。 こ

れ は新 た に十 二 使 徒 評 議 員 会 の空 席 を 埋 め るた め召 され た パ

ソ カー長 老 の ほ ん の一 部 で しか な い。 あ る教 会 幹 部 は いみ じ

くも こ う語 って い る 。「間 もな く全 教 会 員 は主 か 正 しい召 しを

行 な わ れ た こ と， 主 が誤 る こ とは な い こと を知 るで あ ろ う 。」

ｂ
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前 列 ，パ ソカ ー長 老 ， ドナ ・パ ッカ ー姉 妹 ， エル ドン， スペ ンサ ー ， ケ ネ ス （伝 道 中）

後 列 ’ロー レル ， ラ ッセル ， デ ビ ド， ア レン， ゲイ ル ， キ ャサ リン， ロー レ ンス

ト
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前 列 左 よ り ：ジー ン Ａ． ア ンダ ー ソ ン， ア ン ・カ ー ド， エ ライ ン ・ア ンダ ー ソ ン ・カ ー ド， マ イ ケ ル ・カ ー ド（床 の 上 ），

レ イ ン ・カ ー ド， ジ ョセ ブ ・ア ンダ ー ソ ン長 老 ， ノ ー マ ン ・ア ンダ ー ソ ン姉妹 ， ス コ ッ ト（赤 ん 坊 ）， ジ ュ デ ィと Ｖ． ロバ ー ト

ピ ー ター ソ ン， 後 列 左 よ り ：バ ー バ ラ， シ ャ リ， ジ ョセ ブ， ジ ョセ ブ ・ロバ ー ト ・ア ンダ ー ソ ン ， ウ ィ リア ム ・カ ー ド，

ベ ッ ト ・ア ンダ ー ソ ン ・ピー タ ー ソ ン， デ ビ ド， キ ンバ リー （赤 ん 坊 ）， キ ャシ ー ・ライ ト

十二使徒評議員会補助

ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン 長 老

ア ル バ ー ト ：Ｌ． ゾ ベ ル ＪＬ

、。 ヨセ フ ・ア ンダ ー ソ ンは １８８９年 １１月 ２０日， ス コ ッ トラ
ン

ン ド移 民 の ジ ョージ お よ び イ サ ベ ラ ・ワ トソ ン ・ア ン

ダ ー ソ ンの 間 に ソル トレ ー ク市 で生 ま れ た。 父親 は鉄 道 員 を

職 業 と して い た。 ジ ョセ フは子 供 の 頃， ロイ ワ ー ド部 （ユ タ

州 ） で 初 等協 会 の書 記 に 召 され た が， これ を きっ か け に長 年

書 記 と して 数 々 の地 位 に つ い た。 信 頼 が求 め られ ， 細 部 に わ

た って も重 視 され る この職 に， 彼 は 多大 な威 厳 と効 用 性 を も

た ら した 。 ・

ジ ョセ フは １９０５年 ， 当時 デ ビ ド ０． マ ッケ イが 校 長 を 勤

め て い た ユ タ州 オ グ デ ンの ウ ェーバ ー学 院 を卒 業 した。 １９１１

年 １０月 ス イ ス ・ドイ ツ伝 道 部 に宣 教 師 と して 召 され ， １９１２年

６月 に は ス イ ス ・ドイ ツ伝 道 部 の大 会 書 記 を つ と め， １９１４年

５月 に伝 道 を 終 え た 。

１９２１年 グ ラ ン ト大 管 長 の桝 書 の仕 事 につ いて 問 い合 わ せ た

と ころ， タバ ナ クル で行 な われ て い るＭ ＩＡ ６月 大 会 に出 席

し， 大 管 長 メ ッセ ー ジ を記 録 す る よ うに言 わ れ た 。 ア ン ダ ー

ソ ン長 老 は記 録 した後 報 告 して 待 っ た。 だが 何 も起 こ らな か

った。 後 に グ ラ ン ト大 管 長 が１９２１年 １１月 ２２日彼 の ６５回 の 誕 生

日に ア ッセ ンブ リー ホ ール で末 日聖 徒 の学 生 た ち に講 演 す る

た め， ア ンダ ー ソ ン長 老 に 出席 して も らい， 話 を 書 き取 つ て

欲 しいとの依頼を受けた。

「グラント大管長は私の仕事に目を見張 りました。１９２２年

２月 １日私はグラン ト大管長の秘書になり，死去されるまで

の２３年間彼と一緒で した。どんな二人が集まっても，私とグ

ラシ．ト大管長ほど密接にはなれないで しよう。旅行をする時

はいつ も一緒で した。本当に父と子のようで した。」

アンダーソン長老がグラン ト大管長の秘書を勤めていた期

間の大部分は，大管長会の書記をも兼ねていた。そ して１９４５

年グラン ト大管長の死後も引き続いて大管長会の書記をつと

めた。長年の間，彼はソル トレーク神殿内で開かれる大管長

会，毎週の十二使徒評議員会会長会，十二使徒評議員会に出

席 し，議事と記録をとり続けてきた。

「ウェーバー学院の学生であったころから私はマッケイ大

管長ととても親 しく，マ ッケィ大管長ほどの教師をどこにも

見つけることができませんでした。マッケィ大管長は偉大な

人格と視野の持ち主であり，人々から非常に愛された人であ

り，まさに神の予言者で した。

私はジ ョセブ ・フィールディング ・ス ミス大管長をずっと

愛 してきま した し，彼の福音と聖典の知識 主への献身の故

に心か ら尊敬 しています。ス ミス大管長は心のやさしい愛に
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あふれた方で，人々に悔い改めを宣べ伝える義務を感 じてお

られる方です。 『汝 ら今の代の人々に向いて，悔改めのほか

何事をも語 るべからず」と言われた主の言葉が自分の責任だ

と感 じておられます。ス ミス大管長はまさにこの時のために

主が選ばれた予言者です。」

アンダーソン長老は１９１５年１１月１１日ソル トレーク神殿にて

ノーマン ・ピーターソン姉妹と結婚 し，現在二人の娘一人の

息子に恵まれている。 アンダーソン姉妹は１９４２年か ら１９６１年

までＹＷＭ ＩＡ中央管理会員に召された。

アンダーソン姉妹は夫をこう語 っている。

「妻は夫のことを他のだれよりもよく知っているはずです

が，私は夫に対 して少 しえこひいきを していると言わなけれ

ばなりません。彼はこうかつという言葉には全 く縁がない人

です し，他人を悪 く言 うのも聞いたことがありません。そし

ていつも他人のことを思いやり，また利己的なところのない

人です。特徴 と言えぱ，福音に対する大 きな信仰と愛，無私，

忍耐，寛容，理解をあげます。夫は誤ちに対 して寛大です。

夫と若人の間に世代の隔差などというものはありません。若

い人たちが夫のところへ，よ く問題をもってきています。私

たちは与え られている家族 と喜びを共にできることを感謝 し

ています。」

アンダーソン長老が十二使徒会補助に召された時，ハ ロル

ド Ｂ。 リー副管長は次のように語っている。 「アンダーソ

ン長老は，何ものにも比べられないまた恐 らく何 ものも越え

ることのできない知識 と経験を教会幹部の輪の中へ もたらし

た。」

り一副管長はアンダーソン長老の召 しについて最後にこう

述べている。 「彼の召 しは，彼の働きを幹部が認めたという

ことだけでなく，主は注意 して見てお られ，教会も益を得 る

ように彼の能力を最大に発揮させるため彼 に霊感を与えたも

うたことの証である。」

十二使徒評議員会補助

デ ビ ド Ｂ． ハ イ ト 長 老

マ ー ベ ル ・ ジ ョ ー ン ズ ・ ガ ボ ッ ト

、

＆

｝

会 に お い て私 た ちに課 せ られ て い る チ ャ レ ンジ は， 人

社 々と仲良 く暮 し
，人々の必要，望み，抱負を理解する

灘 灘電鱗畿 １

ようになることです」とデビ ド Ｂ．ハイ ト長老は語 る。

新たに十二使徒評議員会補助に任命されたこの長老にとっ

左 上 ル ビ ー ・ハ イ ト姉 妹 とハ イ ト長 老 ， 右 上 デ ビ ド ・ハ イ ト， ア ンジ ェ ラ ・ポ ー エ ン ハ イ トー 家 ，左 下
ぼ

カ レン ・ハ イ ト ・ハ ン ツ マ ンー 家 ，右 下 ロバ ー ト ・ハ イ ト， ドロ シ ー ・バ ー ス ト ・ハ イ トー家

ジ ョ ン ・ハ ン ツ マ ン ，
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て， 人 々 と共 に働 くζと は チ ャ レ ンジ で あ る ば か りか喜 びで

もあ る。

「私 は込 々 と共 に居 り
， 共 に働 くの が楽 しい。 今 まで 生 涯

を通 じて私 は， 会 社 ， 海 軍 ， 公 務 ， 教 会 で人 々 と共 に働 いて

き ま した」 と ハ イ ト兄 弟 は語 る。

ハ イ ト長 老 は１９０６年 ９月 ２日 ア イ ダ ホ州 オ ー ク レイで ヘ ク

タ ー ・カ レブ ・ハ イ ト， ク ラ ラ ・ジ ョセ フ ィン ・タ トル の間

に生 まれ た 。 そ して ， １９３０年 ユ タ州 フ ェ ア ビ ュ ー出 身 の ル ビ

ー ・オ ル ソ ン姉 妹 と結 婚 し
， 現 在 二 人 の 息 子 一 人 の 娘 と１３人

コ　ミ

の孫がある。

「私の家族はいつも親 しい気持にあふれています」とハイ

ト長老は言 う。日曜日の朝ハイ ト長老が教会の新 しい地位に

支持 された時，ハイ ト姉妹， ３人の子供 と何人かの孫たちは

タバナクルに出席 していた。

ハイ ト長老の教会における経歴は多様であり， 興 味 が あ

る。 カリフォルニア州パロアル トで監督会，高等評議員を勤

めた後，パロアル トステーキ部長に召された。その職にあっ

た時，スコットラン ド伝道部長に召された。また十二使徒評

議員会地区代表をも勤あた。 この召しにあった時のことを，

ハイ ト長老は次のように語 っている。 「私は本当に喜んで仕

事を しま した。ステーキ部長，副ステーキ部長，監督たちに

会い，彼 らが偉大な福音の計画を目のあたりにするお役 に立

てたことは，私にとってすばらしいことでした。兄弟たちと

共に働 き，考えを交換 し合い，彼 らの必要と問題を理解 しよ

うと努あるその責任は本当に喜びでした。意志の伝達に関 し

て，私たちは心に思っているそのままを他の人に移そうとつ

とめました。また， これは人々と交わる上で重要なことでし

た。」

人々と積極的に交際す る， これはハイ ト長老がユタ州 ロー

ガンで学生生活を送った時代に始まる。彼はユタ州立農業大

学 （現在のユタ州立大学）で運動部のマネージャーを してい１

も

た６・卒業後，彼は小売商に勤めた。幾度かの商売不振 にもめ

げず，着実にこの道で足を伸ば して行った。

母親の教えを忠実に守り，教会の原則に従って生きる模範

は，ハイ ト兄弟の昇進に大きな役割を演じた６社長に呼ばれ

て昇進の話を聞いた時，ハイ ト兄弟はこう答えた。 「社長は

私にその地域の支配人 になって欲 しいと思 っているかどうか

知りません し，私がアイダホ州の小 さなモルモンの町で生ま

れ，私の標準は会社の人たちのそれと違 っていることを御存

知かどうかも知りません。支配人になったら私のやり方は従

来のものとは全然違います。」

「無論知っているよ
。だから君に頼むんだ」と社長は答え

た。、

ハイ ト長老は祝福師の言葉の中にある彼が教会のために教

会外の友達を得 るであろケという約束を決 して忘れはしなか

った。 「人４の前に立ちて，汝 らが何者であり，汝 らの標準

を知 らさば，人々はそのゆえに汝を敬うべ し」この言葉を実

行することの難 しさを知ったとハイ ト長老は語っている。

「生活の中に奉仕の分野を築きなさい。そして結婚する時

には，夫 ・妻 として生活の大部分を主と隣人への奉仕に捧げ

ることになるのだということを理解 していなさい。あなたの

思い， 目的，望みに奉仕の精神を組み入れ，そうした後に時

間を正 しく組み立てなさい。あなたがそうしたいと思 うなら

そのようになるでしょう」 とハイ ト長老は話 している。

人々への愛，教会や社会での働き，奉仕を したいという望

み，デビド・ハイ ト長老はこれ らを携えて，新 しい：地位に彼

の事業能力，組織力，広汎な経営手腕を発揮することであろ

う。

「この奉仕の業は教会全体を通㌧てよ く行なわ れ て い ま

す。教会に連なるこ，とは喜びであり，祝福です。私たちは教

会で責任を与えられることにより，家族にも個人にも大きな

恵みを受けています。」

十二使徒評議員会補助

ウ ィ リ ア ム Ｈ ． ベ ネ ッ ト 長 老

ウ ィ リ ア ム Ｔ ．． サ イ ク ス

イリアム ・ハンター ・ベネットにとって，．「勝利よりウ

も敗北によって，より深 く人生の教訓を学ぶ上という

言葉は深い意味を持っている６ベネット長老の今まぞに歩ん

できた道に沿６て勝利の足跡がはるかかなたまで 続 い て い

る。敗北という言葉とこの身のたけ １８３センチの人とを結び

つけることは不適当かも知れない。 この人はより高い教育を

受けようと決心 して，カナダのアルバータにある農場か ら出

てきて学問を学び，アメリカの学者の間で名誉ある地位につ

いた の で あ る。

ベ ネ ッ ト長 老 は ， １５歳 で退 学 した 時 に ，一 つ の厳 しい教 訓

を 学 ん だ 。 か ん ば つ の 年 が続 き，収 穫 が乏 し く， ま た 経済 恐

慌 が 続 い た た あ に，彼 は 多 くの 学課 を受 け る こ とが で きな か

った 』 そ して 学 業 が遅 れ た の℃ ， 彼 は落 胆 して や め た の で あ
』
る。 ２年 後 彼 は， 当時 レス ブ リ ッジの ス テ ーキ部 長 で あ った

さ

ヒ ュー Ｂ． ブ ラ ウン と， 後 に系 図 協 会 の書 記 にな った ア ー

チ ボ ール ド Ｆ． ベ ネ ッ トの霊 感 あ ふ れ る数 々 の話 を 聞 い て
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前 列 ：ジ ャク リー ン， ベ ネ ッ ト長 老 ， キ ャミ リー ・ケ イ ， ジ ュ リー ， デ ボ ラ，

後 列 ＝ウ ィ リアム ・ブ ラ ッ ドフ ォー ド， マ リー ・ア ン， バ ト リシ ア ・ベ ネ ッ ト姉 妹

奮 い立 った 。 彼 は 当 時 の こ とを 次 の よ うに 回想 して い る。

「私 は くわ の 柄 を も
った ま ま て ん菜 農 場 に立 ちつ く し， 私 の

将 来 を つ くづ くとな が めま した。 そ して私 は学 校 に戻 り， 学

業 を 続 け られ る と い う こ とを ま ず 自分 に示 し， 次 に両 親 や兄

弟 姉 妹 ， 友 人 に示 そ う と決 心 しま した 。」

ウ ィ リア ム Ｈ ． ベ ネ ッ トは ， １９１０年 １１月 ５日， ウ ィ リア

ム ・ベ ネ ッ ト， メ ア リー ・ウ ォ ー カ ー ・ベ ネ ッ トのむ す こと

して カ ナ ダ， アル バ ー タ州 の テ ーバ ーで生 ま れ た。 ア ー チ ボ

ール ド Ｆ． ベ ネ ッ トが 調 べ た 結果 ， ベ ネ ッ ト長 老 に は イ ン

デ ィア ン の血 が 流 れ て い る との こ とで あ る。

大 学 の 業 務 が 多 忙 で あ る に もか か わ らず， ベ ネ ッ ト長 老 は

いつ も時 間 を 見 つ けて 教 会 で働 いて きた 。彼 はＭ ＩＡ， 日曜

学 校 お よび 神 権 の職 を 活 発 に果 た し，長 年 イ ース 、ト ・キ ャ シ

ュの ス テ ー キ部 長 会 の 一 員 で あ った 。 ま た べ ネ ッ ト長 老 は教

会 の神 権 伝 道 委 員 会 と福 祉 委 員 会 で も働 い た。 そ して 十二 使

徒 評 議 員 会 補 助 に召 され る時 には ， ロ ー ガ ン とキ ャ シ ュ地 区

担 当 の十 二 使 徒 地 区 代 表 で あ った 。

ベ ネ ッ ト長 老 は， １９５０年 ４月 １２日， バ ト リシ ア ・ジ ュー ン

ク リス テ ンセ ンと ロ ー ガ ン神 殿 で 結 婚 し，現 在 ６人 の子 供 が

い る。

ベ ネ ッ ト長 老 は， 老 若 男 女 を 問 わ ず ， す べ て の 人 々 の 問題

につ い て心 配 して い る。

教 育 家 ， 宗 教 指 導 者 と して ， 彼 は 若 者 た ちの話 に耳 を傾 け

学 問 上 の 問題 個 人 的 な問 題 に助 けを 与 えて きた 。

ま た彼 の子 供 た ち に は高 い標 準 を 守 る こ との価 値 を た え ず

思 い起 ζ させ て い る。 今 日の 若 者 に つ い て彼 は次 の よ うに言

っている。 「彼 らの多 くは何か混乱 しており，かつての若者

たちよりももっと困難で複雑な事態を処理 しなければなりま

せんが，私は，今までで最もすば らしい世代であると思いま

す。」

また年配の入々について彼は次のように述べている。 「私

たちはこうして生涯を過ごしてきたのだか ら，残 りの人生を

充分に味わいましょう。人は年をとるにつれて経験が広 くな

り，多 くの物事を知るようになるので，年令が進むにつれて

興味が変わって くるものです。私は年配の方々が満足するも

のの一つにめい想することがあげられると思います。」

ベネット長老は，友人たちに力強 くかつ誠実に福音の理想

を守るという印象を与えている。ある人はこのように言った

「ウィリアム ・ベネットは確かに教会に改宗 しています
。彼

はあるがままの自分 しか表わさない人です。生涯を通 じて，

彼はどんなに大きな反対にあって も，決 してひるむ ことなく

自分の信仰を守 り通 しました。」

ベネット長老が自分の新 しい召しと，十二使徒評議員との

新 しい関係について話 した時，彼の声には謙遜 さと誠実味が

あふれていた。 「私は兄弟たちを非常に尊敬 し，愛 し，賞賛

しています。彼 らと共にこの業に働 くことができるのは，す

ばらしい特権であり，喜びであります。 この職に召され るこ

とはほんとうにすばらしい経験です。」

ウィリアム Ｈ，ベネットには，敗北 と犠牲から生まれた

謙遜さと，若い頃に定めた目標を達成 しようとする決心 とひ

たむきな努力か ら得 られた力とが宿っている。

２３５
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ブ リ ダ ・ ジ ョ ー ン ・ ジ ェ ン セ ン ・ リ ー

一約 束 は

誉薪

成 就 さ れ た一

マ ー ベ ル ・ジ ョー ンズ ・ガ ボ ッ ト

らわが言 うところを行わば，主なるわれ これに対 し「汝

て責任あり。 され ど，汝 らわが言 うところを行わず

ば汝 ら何 ら約束を受けず。」（教義 と聖約８２：１０）彼女はゆっ

く りと， 一 つ 一 つ の言 葉 の意 味 を か み しめ なが ら この聖 句 を

読 み， それ か ら こう言 った 。 「これ は ま さ し く真 理 だ わ 。コ

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 大 管長 会 第一 副管 長 の妻 ハ

ロル ド Ｂ． リー夫 人 は ，青 と白 の毛 糸 の ス ーツ に身 を 包 ん

で 白い 長椅 子 に座 って い た。

静 か で 気 取 らず ， 考 え 方， 振 舞 い す べ て の面 に上 品 さの見

られ る ブ リダ ・ジ ョー ン ・ジ ェ ン セ ン姉妹 は， １９６３年 ６月 １７

日， リー長 老 と結 婚 した 。 二 人 の 家庭 に は， 読 書 ， 勉 学 ， 音

楽 ， 美 術 に親 しん で い る こ とを 思 わ せ る優 雅 さ と教 養 が に じ

み でて い る。 リー姉 妹 は 誇 ら しげ にグ ラ ン ドピ ア ノを指 さ し

１

２３６



貸漕

１

毒

ノ議 、

瓢 ，
１ ／

； ・

…

～

１〆

［
《

、

・鋤
嘱

・紳

ノ

∫

｛ 婁

ｉな

１ 曝 、

４

壕

糊

癩〆…避愛
一 隔 … 論論 彗

叢
∵ｆ琴 騨

へ 贈 免試 阜 ぞ

・ ・ 線 い ，

一 卵 粛 再

瞭一 乳

ミ㌦ 胸ボ絶

鞍 蝋 無
蔀 £ ぜ糧漁蔚ボ ・

ぜ償乱

嫁 、謎
ヴゆ り

熱 』

理 騨謬

ぞ
建

， 難ノ
匙窒ふ

て ， そ の ピ ア ノが セ ロ フ ァ ンに 包 ま れ， 大 き な サ テ ンの リボ

ンを つ けた ま ま， 二 人 が結 婚後 の旅 行 か ら帰 って 来 る のを 待

って い た こ とを 話 して くれ た。 そ れ は リー長 老 か らの結 婚 祝

い の プ レぜ ン トで あ った。

リー兄 弟 姉 妹 は ど ち ら も ピ アニ ス トで あ る。 「私 た ち の教

会 で ， 音 楽 は 福音 を教 え る うえ で大 き な役 割 を果 た して い ま

す 。 そ れ に私 た ちモ ル モ ンの音 楽 に は， 永 遠 に生 き続 け るす

ば らしい 歌 が あ るの で す」 と リー姉 妹 は述 べ て い る。 １９６９年
ミ

の ６月に行なわれたＹＷＭ ＩＡ百年祭記念パーテ ィ ーの 席

難

上 ， リー姉 妹 は 教 会 の 若 人 の 音楽 に な した 多大 な貢 献 を た た

え られ ， 金 の飾 り皿 を 受 けた 。

音 楽 は常 に リー姉 妹 の生 活 の一 部 とな って い る の で あ る。

彼 女 は 小 学 校 入 学 と同 時 に ピ ア ノの練 習 を は じめ た。 ７歳 の

時 に ク レイ ・レイ ド教授 に つ き， そ の後 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大

学 の ア ン ソ ニ ー Ｃ． ラ ン ド教 授 か ら教 え を受 け た。 彼 女 の

音 楽 を 愛 す る心 は年 と共 に強 ま り， 今 で は そ の レパ ー トリー

も彼 女 の 母 親 の 好 きな， よ く知 られ て い る 曲 「エ ス トレ リー

タ」 か ら， 数 多 くの ク ラ シ ック音 楽 に ま で お よ んで い る。 彼

女 は特 に シ ョパ ンの 曲 が 好 きで あ る。

リー姉 妹 は ， ユ タ州 プ ロボ で過 ご した子 供 時 代 の こと を話

して くれ た 。 忠 実 な 末 日聖徒 で あ った両 親 は， 愛 ， 学 問 ， 音

２３７
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楽 ， 良 い物 を 分 か ち合 う精 神 にお い て模 範 で あ った。 デ ンマ

ー クか らす ぐれ た 宝 石 細 工 師 と して の 技 術 を ア メ リカに持 ち

込 ん だ彼 女 の父 親 ジ ュ リア ス ・ジ ェ ン セ ン氏 は， か つ て 船 長

で あ った。 そ の た め世 界 中 の物 語 や 地 理 の話 を して 子 供 た ち

を喜 ばせ た。

彼 女 は母 親 の ク リス チ ン Ｈ． チ ュー ぜ ン ・ジ ェ ン セ ン姉

妹 か ら， 家 事 や女 性 らし さ，私 欲 を な くして与 え る こ との祝

福 を 学 ん だ 。 「私 は ライ ス プデ ィ ング や ア ップ ル パ イ を幾 度

ζな く， 近 所 の人 々や ワ ー ド部 の人 々 に 持 って い って あ げ ま

した 」 と リー姉 妹 は語 って い る。

プ リダ ・ジ ョー ン は姉 の エ ドナ （ジ ェ ラル ド ・カチ ール 夫

人 ），兄 の フ ラン ク リン Ｊ， Ｄ， ジ ェ ン セ ン と共 に幸 福 な 子

供 時 代 を過 ご しなが ら， 母 親 が 常 に 口 に して いた 「主 に近 く

あ．りな さい」 とい う言 葉 を心 に抱 い て成 長 して い った 。

私 た ち が話 して い る と， 電 話 が 鳴 り， 同時 に玄 関 の ブザ ー

が 聞 え た。 私 は リー姉 妹 の あ とに つ いて 台 所 に行 っ た。 そ こ

で 彼 女 は ，遅 い 夕 食 に 備 え て ず っ とと ろ火 で煮 て い た リー長

老 の好 きな ビ ー フ シチ ュ ーの 加 減 を み た 。

彼 女 は マル タ とマ リヤの 家 に イ エ ス が 訪 れ た時 の話 を思 い

出 した 。 マル タ は 「接 待 の こ とで 忙 し くて 心 を と りみ だ し」

て いた が ， マ リヤ は イエ スの 足 も とに 座 って 御言 葉 を 聞 い て

い た。 リー姉 妹 は， イエ スが マル タを 愛 して お られ た に もか

か わ らず ， イ エ ス は マ リヤが 「そ の良 い 方 を 選 ん だ 」 と言 わ

れ た こ とを思 い 出 した の で あ る。 （ル カ１０：４０～ ４２参 照 ） そ

れか らつ け 加 え て言 った 。「私 は よ く自分 は マル タだ ろ うか マ

リヤだ ろ うか と 自分 に 問 うて み ま す。 私 た ち の どれ だ け の人

が 本 当 に主 婦 と して つ とめ て い るで し ょうか。 私 た ち は この

世 の こ と に生 活 が 追 わ れ て 動 きが とれ な くな った り しな いで

し ょうか 。 それ と も マ リヤの 選 ん だ 「良 い 』方 を思 い起 こす

で し ょ うか 。 私 た ち主 婦 は， 人 々 が 自分 の 家 や 庭 を ど う思 っ

て みて い るか で はな く， 家 庭 が そ の 中 にい る人 々 に どん な影

響 を与 え るか を 自分 自身 に問 うて い るで し ょうか。 私 た ちは

永 遠 を 目ざ して い るで し ょ うか 。 唯 物 的 な考 え 方 で は な く深

い霊 的 な もの が あ る で し ょ うか 。 私 た ち の愛 す る子供 た ちの

話 を 聞 くた め に時 間 を と って い る で し ょ うか 。 私 た ちが 小 さ

な 子供 た ち の生 活 を形 作 ると は な ん と い う特 権 で し ょ うか 。」

まだ 若 か った 頃， 早 く結 婚 を した い と願 って いた プ リダ ・

ジ ョー ンの 計画 は果 た され な か っ た。 しか し彼 女 は そ の愛 を

養 女 の ジ ェ ニェ ル （ドン ・ラス マ セ ン夫 人 ）や姪 の ジ ェ ラル デ

ィン （ル イ ス Ｈ ． カ リス タ ー夫 人 ） に注 い だ。 リニ姉 妹 の

そ の無 私 の愛 は， 老 い も若 き も まわ りの す べ て の人 々 が感 じ

て い る。 た と え ば彼 女 は， あ るプ ライ マ リー中 央管 理 会 員 の

９２歳 に な る母 親 に花 や カ ー ドを 贈 つた ．り， 電話 を した り して

い る。 「私 は それ が 彼 らに と って どん な意 味 を 持 つ か 知 って

い る の で す」 と語 る リー姉 妹 。 この よ うな思 いや りは， 晩 年

祝 福 師 とな った義 父 ウ ィ リア ム Ｄ． ク ール 氏 に対 す る や さ

２３８

しい心づかいにも見 られる。そして リー副管長との結婚後，

この愛は彼の二人の娘ヘ レン （Ｌ．プレン ト・ゴーツ夫人）

とマーリン・ウイルキンス （死去）に注がれ，さらには彼の

孫 にまでおよんでいる。

子供 に対する彼女の態度について， リー長老はこう言って

いる。 「彼女は多 くの子供たちの心の扉をあける鍵を持って

います。先生方にもその秘けつを教えることがで き るん で

す。彼女と子供たちとの対話は，聞いているとほんとうに美

しいものです。

児童心理学の応用技術や理解力は彼女の天性であって，一生

涯続 くものでしょう。人々に理解されない子供たちに，彼女

は絶えず手をさしのべています。」

人の名前や顔を覚えているプリダ ・ジョーン ・リーの記憶

力，微妙なユーモアを解する心は彼女を知っている人々が尊

敬の気持を持って思い起 こすすばらしい特質である。

ブリガム ・ヤング大学で教育課程を修めたあと， リー姉妹

は，ジョーダン学校区域の小学教育長になる以前，小学校で

教鞭をとった。のちに，彼女はユタ大学， カリフォルニア大

学，コロンビア大学の各大学院において研究を続けた。

教師や教育指導者との豊かな交流によって，彼女は教育面

での見識をますます深めていった。

子供たちの教師，教師たちの指導者として，プリダ ・ジ ョ

ーン ・リーは，小さな子供たちを知っている教師，心を くば

っている教師とは，子供たちの心をとらえて教える教師であ

ると信 じている。

「この大切な成長期にあって，私たちは子供たちの霊的な

面に破綻をきたすようなことがあってはなりません。私たち

が彼 らに深 く関心を寄せているならば，必ずや驚異の業を行

なうことができるのです」と彼女は言 っている。

リー姉妹は，神が人々に与え続けて下さる限り人 も与え続

けるべきであると信 じて，だれに対 してもそうするように，

これまで教師や子供たちに自分の時間と自分自身を捧げてき

た。

彼女がＹＷＭ ＩＡ，プライマリー両中央管理会 で働 い た

時，その知識 と思慮深 さとは教会の若人に多大な貢献をなす

に大きな力となったのである。

人生の計画の見通しや，主の律法を守 る人々になされてい

る主の約束を常に心に留めて， リー姉妹は世界中の若者にこ

う語るのである。 「自分の力だけに頼 って生 きてはなりませ

ん。そのような人は世の中で最も孤独な人となるでしょう。

自分 自身よりもずっと大きな何かの一部になるよう進んで努

力しなさい。進んで奉仕 しなさい。教会と神に近 くありなさ

い。あなたがたが 自分で寿命を伸ばそうとしてもそれはでき

ないことです。 しかし， 日々の生活を自分でよく生かすこと

はできます。 自分 自身の生活を広 くも深 くもすることができ

るのです。」 ．
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たちは偉大な人々のいる技術の進歩 した世界，人々を
私

奮い立たせ困惑させる，争いに満ちた世界に住んでい

る。現在は証拠 と論理が人間の存在を物語 ってくれ る。

証拠と数字の世界にあって，主が我々に福音の第一原則は

論理ではな く，信仰であると信ず るように望まれていること

は，なんと驚きではないだろうか。

信仰を求めての私の体験と， どのようにしてそれが福音の

第一原則である・とわかるようになったかを ここで話させてい

ただこうと思う。

私は高校を卒業して，ある大学に入学 した。その時私は１７

歳だった。子供の時に教わった原則の幾つかが，す ぐに私に

とってチャレンジとなっ、たのである。学問と知識豊かな私の

尊敬 していた教授たちは，宗教に関 して私が子供のころに教

わった事柄は先祖代々伝えられている伝統以外の何物で もな

いこと，すなわち人間は神の存在を信 じ，神が人々に関心を

寄せていると信 じて自分 自身を慰めているにすぎないという

こと，また宗教がなければ結局は死で終って しまう人生に答

えが得 られない人々にとっての一種の鎮静剤であると話 した

のである。彼 らは歴史や科学，時には自分自身の考えに確信

を与えるために聖典までも用いながら，論理的な方法で彼 ら

の哲学を提起したのであった。事実，私はそれに困惑 して し

まった。

彼 らは何年間も人間の哲学を強調 してきていた。私が年若

いために理解できなかった分野において，彼 らは経験を積ん

でいたのである。その全知識をもって して も神について論理

的な説明がつかないために，彼 らは神より与えられたという

福音を信 じるのは，人間の弱 さであるというのであった。

私は見過ごしにできないチャレンジにぶつかっ た の で あ

「も
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る。そこに中道はなかった。私は生涯で，’もはや他の人々の

証に頼ることもできず，神が生きているかどうか，またその

福音が真実かどうかを自分で見出すのに ぐず ぐず してはおら

れない時期に来たように思えたのである。そうするために，

私は計画を立てねばな らなかった。いろいろ深刻に考えてか

ら，私は誓約を交わすことに決心 した。 ２ヵ月の間私は忠実

に探究することを主 と約束 したのである。 ２ヵ月という期間

は， 自分の結論を出すのに十分なように思えた。

最初の試みは徒労に終 ってしまったようである。私は心か

ら尊敬 している教会の人々のところへ行き，彼 らがどうして

福音が真実であるとわかるのかを尋ねた。例外なく，すべて

の人々か ら思 っていた通 りの答えが返ってきた。それは説明

できない心の中にある感情がそうさせて くれるというのであ

った。私は彼 らがそうした感情を持 っているということを疑

いは しなかったが，それは私の質問の答えにはな らな か っ

た。私はそれ以上の何かを求めていたのである。そこで私は

その問題に別の方法でとり組む ことにした。

私はモルモン経を読んで，それを歴史，科学，考古学，そ

の他の聖典 と比較 して，それらの分野で認められている真理

と一致するかどうかを調べようと決心 した。それは良い方法

のように思われた し，事実教授た’ちもそのような経験的な探

究に異議をはさむことはできなかった。

私はどこかへ行 こうとしているような気分であった。少な

くとも私は自分で何かをしていたのだった。私の科学的なや

り方は，い くつかの興味深い事実を明るみに出 し，私にモル

モン経の民 と彼らの歴史について深 く考えさせるようになっ

た。私はモルモン経が確かに論理立った説明がなされており

驚 くほど興味深い記録であるという結論に達 したのである。
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私は自分の徹底 した研究に誇 りを感 じた。 しか し，私の求め

ていた感情，他の人々が私に話 して くれた感情を私はまだ持

てなか った。私にはそれが理解できなかったのである。私は

何か悪いことで もしたというのだろうか。事実，私は落胆 し

た。 しか し２ヵ月間探究 し続けるという約束を思い出 したの

である。

私はこのことを両親には話さなかった。実を言えぱ，彼ら

が私に失望するのを恐れて，心の不安を知 られた くなかった

のである。 しか し母は母親としてのインスピレーションのよ

う・なものを持っていたのに違いない。 ある晩，私が床につい

てか ら部屋に入ってきて，私が何かで悩んでいたのを知 って

いたと言った。そこで私は自分の求めていた答えについて母

に話 したのである。

彼女は福音が真実であるとどうしてわかったのだろうか。

私は彼女が私の質問に再び質問で答えてきたのに驚いてしま

った。彼女は私に彼女を愛 しているかどうかと尋ねた。それ

ほど深 く考えずに私は愛 していると答えた。彼女はもう一度

聞いてか ら，こう言 った。 「あなたが私を愛 しているという

ことはどうしてわかるの。」 今度は しばらく考えなければな

らなかった。それを言葉で現わすようにと彼女は促 した。私

は感情を害 され，やや怒 り気味でこう答えた。 「とにか くぼ
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くは お母 さん を愛 して る こ とが わ か るん だ よ 。」 そ れ は， 試

験 管 の 中 に入 れ た り， 科 学 の公 式 で証 明 で き る よ うな もので

は な く， 心 の奥 底 に あ る感 情 ， 真 理 の よ うな もので あ った と

言 わ ね ば な らな い が， 確 か に感 じ られ た ので あ っ た。 私 は 自

分 で 母 を愛 して い る こ とが わか って い た し， さ らに論 理 の世

界 に あ って も， 母 親 に対 す る私 の愛 は， 恐 ら くそれ まで に経

験 した 中 で最 も確 か な もの で あ っ た と言 え よ う。

私 の次 の質 問 は こ うで あ っ た。 「お母 さん に対 す る愛 と証

に どん な つ な が りが あ る の 。」 母 は， 聖 霊 に よ って 明 らか に

され る知 識 は， ち ょ う ど私 た ち母 親 と息 子 が ， 互 いに 愛 し合

って い る こと を それ ぞ れ 心 の奥 底 で 感 じる こ とに た とえ られ

ると説 明 して くれ た。 それ か ら稼 女 は， 私 に探 究 心 を 起 こ さ

せ ， 人 は熱 心 に捜 し求 め な くて は な らな い と い う確 信 を 得 さ

せ る こと に な っ た心 の動 揺 に感 謝 して い る と言 った 。 ま た ，

断 食 と祈 りに よ って 探 究 を 続 け る よ うに 私 を 励 ま して くれ，

教 会 で の活 動 に続 けて 参 加 す る こ とが 大 切 で あ る と言 った。

そ う，、証 を 得 る に は信 じて 祈 らな けれ ば な らな か った の で

あ る。 なぜ こ の こ とを 思 いつ か な か った の だ ろ うか。 科 学 的

な方 法 に よ る解 答 だ けを 捜 し求 め て い て ， 主 の 方法 を見 逃 が

して いた ので あ る。 私 は論理 的 な 方法 で解 答 を得 よ う とす る

あ ま り， 福 音 の 第 一 原 則 で あ る信 仰 とい う こ とを見 落 して い

たの で あ る。

は じめ 私 は 疑 い深 い 態 度 を と って い た の だ っ た。 私 は実 に

主 が 生 きて お り， モル モ ン経 が主 の み言 葉 で あ る と い うこ と

を 知 らせ て くれ るよ うに要 求 して い た の で あ る。 私 は さ っ そ

く主 の 方法 で試 して み よ う と決 心 し， 断 食 した。 断 食 につ い

て は 小 さい 時 か ら教 わ っ て い た の で， それ が 自 己修 養 の ため

の 一方 法 で あ る こ とを知 って い た。

あ る 日聖 典 を読 ん で い て， アル マ の言 葉 に 目が と ま った 。

「これ ば か りで は な い
。 あ な た た ち は私 自身 これ らの こ と

を 知 らな い者 で あ る と は思 わ な いか 。 ご らん ， 私 は 自分 が こ

れ ま で に話 した こと は み な本 当で あ る と 自分 で 知 って い る こ

とを証 す る。 どの よ うに して それ が 確 か で あ る こ とを 知 って

い るか と問 うな らば， これ は神 の 聖 い 「み た ま 」 が私 に 示 し

た も うた の で あ る。 私 は 自分 が これ を 知 るた め に長 い 間 断食

を して 祈 っ た。 そ こで 主 な る神 が その 聖 い 「み た ま 」 に よ っ

て これ を私 に示 した も うたの で ， 私 は 自分 で これ が真 理 で あ

る こと を知 って い る。 こ の聖 い 「み た ま 」 とは す な わ ち私 の

中 に あ る啓 示 の 「み た ま』 で あ る 。」 （アル マ ５ ：４５－４６）

私 は こ の アル マ の言 葉 を 思 いめ ぐ ら し， アル マ が これ を私

の た め に書 いた ので はな いか とい うよ うな気 持 を持 って， 興

奮 しなが らその 言 葉 を 何 度 も読 み返 した。 そ の言 葉 が 私 や私

と 同年 代 の仲 間 に もあて はま る こ とを思 い 胸 を躍 らせ た。 そ

の こ ろ， 私 は友 人 の 多 くが不 信 を抱 い て い る こ とに気 づ き，

そ の中 の あ る者 は 日曜学 校 やＭ ＩＡ， 聖 餐 会 に来 て い な い の

を 知 って い た。 日曜 学 校 の教 師 が 「学 位 が 欲 しか っ た ら． 大

４
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学を退学 してはならない」と言った時に，私もそこでふと，

数多い教会の活動に参加 していて自分の時間を無駄に費して

いるのではないだろうかと考えたこともあった。私 は教会が

真実か どうかを見出さなければならなかった し，証もほ しか

った。私はずっと活発に働いてきた。 しか し私は今，必ずし

も自分が常に油断なく熱心に真理を求めていなかったことに

気づいてきたのである。

信じようとする私の望みが，アルマの言っている種まきの

話にたとえられることがわかってきたのである。（アルマ ３２

：２６～４３参照）それは良い種であったに違いない。なぜなら

私の心の中に芽が出てきて，私の信仰が増 したか らである。

それから数週間して，私は信仰をもち謙遜になって，聖霊

が私に福音の真理を示 して下さるようにと主に祈った。私は

真心から熱心に祈り求めたのである。 しか し祈 りを終えた時

私はなんの示現 も啓示も受けなかったので，がっか りした。

私はなお裾音が真実なものかどうかがわか らなかった。そこ

にはまだ疑いの影があったのである。

ゆっくりベ ッドにもぐり込み，横になりなが ら私は過ぎ去

った数ヵ月間に思いをめ ぐらした。私は一度に一つの点を探

究 しなが ら，主と交わ した誓約を正直に果たしてきたと思っ

た。私は生について，また避けられない死について考えはじ

めた。すると死は驚 くほどに大きな比率を占あているのであ

った。それか ら私は自分を神の息子として考えてみた。私は

神の子供であり，主が私のことを気づかっていて下 さると教

えられてきた。その暗い部屋のベ ッドに横たわっていて，私

は神の子供であることにうなずけたのだった。私は神を私の

父，文字通 り私の霊の父として受け入れ られたのである。私

は，天父が私を愛 していて下さること，私が地上にある間に

なすべき使命をご存知で，その使命を私に，‘私だけに委ね ら

れ℃いるということを祝福師の祝福を通 して私に明 らかにし

て下 さったことに気づいたのである。

もし天父がなんらかの理由で私を地上に送 り，なすべきこ

とを与えて下 さったとするなら，死は私に再び天父に近づ く

機会を与えてくれるものになると私は考えた。

私の心は安らいで，神が私を知っておられ，気づかってい

て下さることが全身で感 じられた。そしてその瞬間，私はモ

ルモン経が神のみ言葉であり，福音が真実なものであること

を知ったのである。

心の視界をせばめることほど危険なことはない。私の教わ

った教授たちは心の視界をせばめていたのである。

確かに１主はモルモン経の予言者ヤコブを通 して私たちに

言われている。

「おお悪魔の狡猜な謀ごとよ。おお入間の虚栄 と意志の弱

さと愚さよ。人間は学問があると自分は賢いと思 って神の訓

戒に耳をかさず， 自分独りで解 ると思 って神の訓戒をうち捨

てるか ら，その智恵は愚であって何の益にもならず，かれら

はついに亡びるのである。 しかし，人間がもしも神の訓戒に

従 うならば，学問のあるのも善いことである。」（玉ニーファ

！ｆ ９：２８，２９）

信仰 こそ福音の第一原則である。

管理監督 のペー ジ

立
♂風

士
♂ｏ轟 の 疎 通

監理監督

ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ー グ
１：・

「… シオンのステーキ部内にて子供を有する両親あら

ば … 悔改め，生ける神の子キ リス トの信仰，バプテスマ

と按手による聖霊の賜などの教義を教えて理解せしめざれば

罪その両親の頭に留るべ し。 … また両親はその子供たち

に祈 ることと，主の前に正 しく歩むこととを教えざるべから

ず。」（教義と聖約６８：２５，２８）

両親はこれ らの偉大な真理を子供たちにどのように教える

のであろうか。それは子供たちを愛 し，正 しい模範を示すこ
も

と に よ って で あ る。 あ らゆ る人 の もつ 基本 的欲 求 の 一 つ に，

認めてもらいたいという欲求がある。誤ちを犯 しやすい年齢

の子供を持つ両親は，子供たちに悔い改め，信仰，祈 り，あ

るいは主の前に正 しく歩むことを教える前に，まず彼 らを神

の子供として認め，一個の人間として愛さなけれ ば な らな

い。たとえば悔い改めの教義は，若者が間違いを犯した時に

はただ厳 しく批判 したり， しりぞけるだけで教えることはで

きないのである。

両親と子供は互いに愛 し合ってはいても，本当に心を通わ

せようとしない悪い習慣に陥 りやすい。一人立ちしようと一
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生懸命になっている十代の若者は， しばしば両親に背を向け

ようとする。そのため，あらゆる機会を利用 して意志の疎通

を図 らな くてはならない。

たとえば，ある父親は自家用車というせまい親密になれる

場を利用 して心を通い合わせることができるといって，息子

と一緒に毎朝車で新聞配達をしていることに感謝 している。

また，日曜の朝はいつも車を使わずに，息子と雑談 しなが ら

教会までの道を歩いてい くことによって互いの理解を深めて

いる父親 もいる。

∴１大抵の両親は子供を心か ら愛 している。両親が子供を批判

した りとがめたりする時は 「子供のためを思って」そうする

のである。十代の若者はよく，非難されるのがわかっている

か ら両親に話さないのだと主張する。このように，彼 らは両

親の耳ざわりにならないことだけを話 し，自分の本当の気持

ちを自分の胸だけに秘めておいて自分自身を守ろうとするの

である。

多 くの家庭では，余暇にテレビを見るだけで，意志の疎通

を図る機会を逃が レている。家族全員がそろってテレビを見

ていても，その番組に対 して反応を示 し，話 し合いを持たな

ければ，結局は家族のみんなが一人でその番組を見ているの

と同 じことになる。

夕食時を心を通い合わせる最良の時間として活用 している

家庭 もある。会話は，両親が子供たちに考えさせるような質

問をすることによって うまく運ばれる。その時間は， しばし

ば食事時に見 られる口論をな くし，家族全員に学び合い，楽

しむ機会を与える。

両親は一般に，子供たちを教えるという責任を知ってはい

るが，時々自分が不適 当だと感 じるのである。両親の持つ力

の最も大いなる源，それは言 うまでもな く天父である。彼 ら

は自分自身を神の子供と して， また実際子供を育てるうえで

の神のよき伴侶として愛し敬わな くてはならない。彼 らは神 ’・

の治めた もう中にあって，両親 となるにふさわしい人々とみ

なされたのである。そうでなければ彼 らは子供を育て るとい

う機会にあずか らなかったであろう。

最近，監督 との面接で一人の少年が，なんでも 「ああしな

さい，こうしなさい」と言われて腹を立てているということ，

自分は言われな くとも一人でやれるということを話 した。巧

みに問いかけなが ら，監督はその少年が 日曜の朝は神権会に

行 くようにと起こされ，また他の数々の教会の集会に出席す

るように母親にせきたて られることに腹を立てていることが

わかった。さらに話 してみると，その少年の腹だたしさの原

因は，少年の母親が教会に行 っていないということにあるこ

とが明 らかになった。非教会員と結婚して，彼女は自分が教

会の集会に出席 しないことで夫 とうま くいっていると感 じた

のだろう。 しか し同時に，その母親は十代の息子に自分が若

い時に受けたと同 じ宗教教育が必要だと気づいていたのであ
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る。彼女の努力は反抗 という結果を招いたのである。その少

年が必要 とし望んでいたものは，母親が教会に行ってその模

範を示 して くれることであった。

イエスは言われた。 「自分を愛するように，あなたの隣 り

人を愛せよ。」（マタイ１９：１９）他の人々を愛するためにはま

ず，自分自身を愛さなければな らない。 自分自身を愛するた

めには，ζうあればいいと思う自分ではな く，あるがままの

官分を受け入れなければならない。我々はあるがままの自分

を偽って，子供に影響を与えることはできないのである。若

者はだまされない。彼 らは現在の我々を知っている。我々が

自分の不完全さを認め，それを克服 しようと努力することに

よって，偽 りの完全さという夢の世界に住むよりもはるかに

効果的に若者 との意志疎通の道が開けるのである。

救い主は言われた。 「人をさばくな。自分がさばかれない

ためである。」（マタイ７ ＝１）末 日聖徒の教育家スティーブ

ン Ｒ． コベイ氏はこう戒めている。 「人を裁 くということ

は人道に反することである。我々は，その入にある見解を持

たせるにいたった数多 くの要素を完全に理解 しないでそのよ

うなことは絶対にできない。」

不正に裁かれ拒まれたと感じた若者は，しばしば攻撃的に

なり，敵意，憤 りを感 じるものである。そのような若者には

より良い方向へ持っていこうとする積極的な態度が見られな

い。意志疎通の扉は閉ざされる。なぜな ら，彼 らは裏切 る人

々にではなく，信頼できる入々に しかその扉を開こうとしな

いか らである。このように，若者が時々自分の本当の気持ちを

両親よりも同年の仲間に話 しやすいと思うのも無理はない。

彼 らの同年の仲間もまた同 じような問題に取り組んでいる

か もしれないか らである。彼 らがわかってもらえるだろうと、

思って話すのは，この共通の立場によるのである。 しかし他

方，両親 もまた同様の問題と取り組んできたのぜということ

に若者はなかなか気づかないのである。

幻覚剤を用いたために，頭が海乱 し感覚の麻ひした一人の

若者が最近自らの命を絶った。その若者があとに残 したテー

プには，その若者の気持ちが驚 くほどはっきり述べられてい

た。 もし彼が自分の気持ちを，両親や自分を愛 して くれる他

の人々に話すことができたな ら，命を失わずにすんだことだ

ろう。

両親や指導者にとって，たと、えその過程が困難ではあって

も，若者との意志の疎通を図るための方法を学び，実践する

ことほど大きな責任はない。子供たちがまだ小さかつたころ

に見 られた心の触れ合いなくして，十代の若者と意志疎通の

道を開こうとすることは困難である。

我々はみなだれ も忙 しい。 しか し，子供たちとの良い関係

を築 くとい う最 も大切な仕事ができないほど忙がしすぎるこ

とのないよにしようではないか。
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その 日を幸福 な

もの に
キ ャ ロ ル Ｃ ． ス ミス

リー ・ア ンは ５歳 で した。 マ リー ・ア ン とお母 さ ん はマ

い っ し ょに 一 日を 外 で す ご しま した。 二 人 はす て き な

レス トラ ンで お昼 を 食 べ ，．今 は買 物 を して い ま す。 そ の 日は

す ば ら しい一 日 とな り， お母 さん とマ リー ・ア ンの土 人 はす

ば ら しい 時 を す ご して い た の で した。 マ リー ・ア ンは心 の な

か で とて も幸 福 に感 じま した 。

お 母 さん が リボ ンを 見 て い るあ い だ， マ リー ・ア ンは店 の

た な の上 で み つ け た 小 さな プ ラス チ ッ クの コ ップ と さ らで お

とな し く遊 ん で い ま した。 そ の コ ップ とさ らが あ ま りち い さ

くて か わ い らしい の で， マ リー ・ア ンはす っか り気 に い って

しまい ま ８た。

「い らっ しゃい
， マ リー ・ア ン。 さ あ い き ま す よ 。」 お母

さん が よ び ま した。 マ リー ・ア ンはす ばや くた な の うえ のは

この 中 に コ ップ とさ らを も ど しま した。 で も， 全 部 で は な く

一 つ だ け コ ップ を残 して お き ま した
。 そ の コ ップを マ リー ・

ア ンは 自分 の コー トの ポ ケ ッ トに さ っ とす べ り こ ま せ ま し

た。 マ リー ・ア ンは そ の コ ップが とて も気 に入 って いた し，

店 の人 は あ ま り小 さ い の で気 が つ か なか っ た ので し ょう。

マ リー ・ア ンは お母 さ ん と手 を つ な いで ， 店 か ら 出 ま し

た。 二 人 は車 に の り こみ， 駐 車 場 か ら出 ま した 。 マ リー ・ア

ンは座 席 に じっ とす わ っ て い ま した。 お母 さん は マ リー ・ア

ンを見 て た ずね ま した。 「私 のか わ い いお し やべ りさん は，

い った い ど う しち ゃ っ た の 。」

マ リー ・ア ンは話 が で き る よ うな気 分 で は あ りませ ん で し

た。 マ リー ・ア ンは も うた の し くは あ りませ ん で した 。 き ょ

う一 日中感 じて い た， 幸 わせ で わ くわ くす る よ うな 気 持 ちは

も う消 えて しま って い ま した 。 マ リー ・ア ンは み じめな 気 持

ち に な りま した。

マ リー ・ア ン は ポ ケ ッ トに 手 を す べ りこ ませ ， 小 さな コ ッ

プ を な で ま わ しま した。 彼 女 は 指 が コ ップ に ふ れ た 時 ， も っ

と いや な気 持 ちが しま した。 マ リー ・ア ンは お 母 さん に い い

たか っ た ので す が ， の どが しめつ け られ る よ うで ，話 す こ と

が で き ませ んで した 。 涙 が あふ れ ， マ リー ・ア ンの赤 い コー

トに お ち ま した 。

「ど う したの 」 とお 母 さん が 心 配 して た ず ね ま した
。 マ リ

ー ・ア ンは ポケ ッ トか らコ ップを しず か に と り出 して
， お母

さん に見 せ ま した 。 「ど こか らも って きた の 。」

マ リー ・ア ンの くちび るが ふ るえ て い ま した。

「あ なた ， あの お 店 か らも って きた の ね 。」

マ リー ・ア ンは 自分 の した こ とを悔 い る気 持 ち で い っ ぱ い

で ， 涙 を とめ る こ とが で きず， た だ お母 さ ん に 「は い」 と う

な ず くだ け で した 。

お母 さん は す ぐに車 を店 の方 へ む けて 走 らせ ま した 。 お母

さん と マ リー ・ア ンは い っ し ょに 店 に 入 りま した が ， お 母 さ

ん は う しろ に立 って い て ， マ リー ・ア ンひ と りで カ ウ ン タ ー

に い る店 員 の と こ ろ に行 か せ ま した 。

マ リー ・ア ンは ふ りか え って お 母 さん の 方 を 見 ま した
。 お

母 さん が そ こ に立 って い る ので マ リー ・ア ンの心 は お ちつ き，

しな くて は な らな い こ とに 立 ちむ か う力 が で て き ま した 。 マ

リー ・ア ンは カ ウ ン タ ーの 上 に コ ップを お き ま した 。 「私 が

これ を と りま した 。」 マ リ ー ・ア ンは大 き な声 で 言 う こ と が

で き ませ ん で した 。 「ごめ ん な さい 。」 そ の 声 は ひ と り ご との

よ うな小 さ な声 で した 。 店 員 は お 母 さん の 方 を ち らっ と見 て

か ら， マ リー ・ア ンを 見 て に っ こ り しま した 。「あ りが と う」

と店 員 は 静 か にい い ， そ れ か ら 「また この 店 に い らして お 買

物 を して くだ さい ね 」 とい い ま した 。

マ リー ・ア ンの 心 に の しか か って い た重 み が す
っ と消 え て

い き， マ リー ・ア ン も店 員 に ほ ほ え み か え しま した。 マ リー

・ア ン とお 母 さん が 車 に も ど る と
， お母 さん は マ リー ・ア ン

をだ き しめ ま した 。

「私 た ちの せ っか くの 幸福 な 日を こん な悲 しい もの に して

しま って ごめ ん な さ い」 と マ リ ー ・ア ンが い い ま した。

「マ リー ・ア ン／
」 とお母 さん は抱 き しめ て い い ま した。

「コ ップ を と った こと は い け な い わ
。 で もあ な た は私 の一 日

を 幸福 な もの に して くれ た わ。 な ぜ って， 私 は あ な たが ， た

とえ そ れ が どん な に む ず か しい とき で も正 しい こと を え らぶ

とい う こ とが わ か った か らで す よ 。」
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エ ／ メエ ．／ 「ル ドル フ ォ，メ

お ま え ど こ に い って い た ん だ

い」 マ ニ エル は， 白 くて 大 きな や ぎが

道 を 自分 の 方 へ や って くるの を 見 て さ

けび ま した 。

ル ドル フ ォの 返 事 は， そ の 口 か らた

れ さが って い る赤 とオ レ ンジ色 の ほ そ

長 い ぬ の を も っと つ よ くム シ ャム シ ャ

とか む だ け で した。

「ル ドル フ ォ／」 マ ニ エル は び
っ く

り して さ け び ま した。 「口か らたれ さ

が っ て い る の は な ん だ い 。」

き い て は み た もの の， マ ニ エル に は

そ の ほ そ長 い ぬ の きれ が なん な のか わ

か っ て い ま した。 それ は男 もの の シ ャ

ツ の そ で で した。

この村 に そ の よ うな色 の シ ャ ツを も

っ て い る人 は た っ た ひ と り しか い ませ

ん で した。 そ の人 は セ ニ ョール ・メ ン

ドザ と い う人 で した。 「あ ＼， あ ㌧，

あ ／」 マ ニ エル は歯 ぎ し り して さ けび

ま した。

と う もろ こ し畑 で 働 いて い た マ ニエ

ル の お 父 さ ん の セ ニ ョール ・レイ モ ス

が と ん で き ま した。 「ど う した， マ ニ

エ ル」 と お 父 さん は さ け び ま した。 台

ル ド ル フ オ

とい う名 の や ぎ

ロ ザ リ イ Ｗ ． ドス

所 か らマ ニ エル の お母 さん の セ ニ ョー

ラ ・レイ モ スが か けつ け ま した 。 「マ

ニ エ ル， けが で も した のか い 。」

ベ ンチ で み ど りや赤 の トウ ガ ラ シを

た ば ねて い た マ ニ エル の お姉 さん の テ

レサ もや って き ま した。 「マ ニ エル ，

ど う した って い うの 。」

マ ニ エル は た だル ドル フ ォの 口か ら

ぶ らさが って い る シ ャ ツ の そで を 指 さ

す ばか りで した。

セ ニ ョール ・レイ モ ス もまた ， そ れ

が， とな りの家 の人 の もので あ る こ と

に気 が つ き， 大 声 で さ け び ま した。

「ル ドル フ ォ
， お ま え は何 を しで か し

た の だ」

「た ぶ ん
， セ ニ ョー ル ・メン ドザ が

洗 た くば に して い る河原 の 岩 の 上 か

ら， ひ ろげ て ほ して あ るの を見 つ け て

もって きた ん で し ょう。」 とマ ニ エル

の お母 さん が い い ま した。

「し ょうが な い や つ だ
， お ま え は」

とテ レサ は ル ドル フ ォを しか りつ け ま

した。

で もル ドル フ ォは ま ば た き ひ とつ し

ませ ん で した。 ル ドル フ ォは た だ赤 と

オ レ ンジ色 の シ ャツ の そ で を ム シャ ム

シ ャ とか み つ づ け るば か りです 。

「そ ん な に しか りつ け た って む だ だ

よ， も し もマ ニ エ ルが ル ドル フ ォを し

っか りつ な い で お い た ら， こん な こと

に は な らな か った の だ」 と マ ニ エル の

お と う さん が い い ま した。

「だ って ぼ く
， ち ゃん と ル ドル フ ォ

懲∴∴∴二∴忌

た所 に行 って み ま した。 テ レサ は ま だ

そ こに しば りつ け て あ るつ な を ひ ろ い

あ げ て い い ま した。 「ル ドル フ ォが こ

れ を か み切 った の だ わ 。」

レイ モ ス家 の ４人 は， み な こま っ た

よ うす で お た が い に顔 を み あわ せ ま し

た。 とな りの家 の もの を だ め にす る よ

うな動 物 をか って い る と い うこ と は不

運 で した。

マ ニ エ ルが い い ま した。 「た ぶ ん ，

セ ニ ョー ル ｇメ ン．ドザ は シ ャ ツを だ め

に した の はル ドル フ ォだ って い うこ と

を知 らな い よ 。」

セ ニ ョール ・レイ モ ス はむ す こを み

て， き び し くい い ま した。 「しか しマ

ニ エ ル， お ま え は知 って い る よ 。」

マ ニ エ ル は うなず いて ， 頭 を た れ ま

した。

「セ ニ ョール ・メ ン ドザ に
， べ ん し

ょ う しな くて は な りませ ん わ 。 セ ニ ョ ．

一ル ・メ ン ドザ は とて もよ いか た で す

もの。 うち の トラ ックが こわ れ た 時 に

は， いや な顔 ひ とつ せ ず ， お 金 もと ら

ず に作 物 を市 場 に は こん で くれ ま した

わ」 と お母 さん が い い ま した 。

「私 が 病 気 の時 だ っ たわ
。 メ ン ドザ

夫 人 は私 の た め に特 別 な ス ー プを つ く
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って きて くれ た もの よ」 と テ レサ が 思

い 出 して い い ま した。

「私 た ちが とな りの ひ と に正 しい こ

とを す れ ば ， とな りの人 々 も私 た ち に

よ い こ とを して くれ るの だ よ」 と お父

さん が い い ま した。

マ ニ エ ル は， た め らいが ち に， 小 さ

な 声 で い い ま した。 「ル ドル フ ォ の こ

とは ぼ くの せ き にん だ っ て い うこ と を

ぼ くは知 って い る よ。 ぼ く， セ ニ ョー

ル ・メ ン ドザ に シ ャツ を買 って か え し

た い け ど， そ の お金 が な いん だ 。」

セ ニ ョー ル ・レイ モ ス は， ポ ケ ッ ト

を う らが え して み ま した 。 そ こに は １

セ ンタ ホ （１Ｑ円 ） しか の こ って い ませ

ん で した。 「お まえ を 助 けて あげ られ

そ う もな い よ。 と う もろ こ しの か り入

れ まで は，ｏ これ しか な いん だ 。」

マ ニ エル のお 母 さん とお 姉 さん も，

悲 しそ うに頭 を ふ り ま した。

ル ドル フ ォが だ め に して しま った シ ゴ・

ヤツ をべ ん し ょ うす るた めに ， 新 しい

シ ャツを 買 うだ けの お金 は あ り ませ ん

で した。

「ど う した らい いん だ ろ う」 と とほ

うに くれ て マ ニ エル は さ けび ま した 。

「た った 一 つ 方 法 が あ る」 とお 父 さ

ん が い い ま した。

「な ん だ か わ か るか い
， マ ニ エ ル」

マ ニ エル は うなず き ま した。 「セ ニ

ョー ル ・メ ン ドザ に ル ドル フ ォ を あ げ

るん で し ょ ？ で もそん な ことで き な

い よ。 ル ドル フ ォは ぼ くの ペ ッ トなん

だ。 ぼ くが 育 て たん だ もの 。」

「お 父 さ ん の言 うと お りよ
， マ ニ エ

ル 。 お ま え は正 しい こと を しな くて は

な らな い の よ」 と， お母 さん は静 か に

い い ま した。

悲 しそ うに マ ニ エル は， ル ドル フ ォ
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の首 に つ な をか け， メ ン ドザ の家 にむ

か って ゆ っ く りル ドル フ ォ を ひ っ ぱ っ

て い きま した。 家 か らみ え な い と こ ろ

ま で きた時 ， マ ニ エル は木 の下 に身 を

な げ だ して ， は げ し くな き ま した。

ル ドル フォ は そ ば に立 って しず か に

草 を食 べ て い ま した。

「なぜ お ま え は
， な に も考 えず に，

そ うや って立 って い られ るん だ い」 と

マ ニ エル は い い ま した 。「セ ニ ョール ・

メ ン ドザ は村 の市 場 に お ま えを 売 りに

出す に ちが い な い。 お ま え と こ う して

会 え るの も これが さ い ζ な ん だ よ 。」

「メエ」／メ エ ／ メエ ／」 とル ドル フ

ォは な き， ま た草 を お い しそ うに食 べ

つづ け る だ けで した。

マ ニ エル は考 え ま い と しま した。 た

ぶ ん 逃 げ出 そ う と思 えば ， マ ニエ ル と

ル ドル フ ォは逃 げ る ことが で き たで し

ょ う。 しか しマ ニ エル は そん な こ とは

しま い と決 心 しま した 。 逃 げ た か らと

い って， ど うな る わ けで もあ りませ ん

で した。

マ ニ エル は ま た， べ つ の ことを 思 い

つ き ま した。 マ ニ エル は ， こ こで しば

ら く待 っ て い て， それ か ら家 に帰 って

セ ニ ョール ， メ ン ドザ が るす だ った と
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いえ ば よい と も思 い ま した。 で もマ ニ

エ ル は， これ も しな い こ と に し ま し

た 。

うそ を つ い て もな ん に もな らな い の

で す。

「お いで
， ル ドル フ ォ， さ あい って

私 た ち の しな けれ ば な らな い こ とを し

ょ う」 と マ ニエ ル は い い ま した。 マ ニ

エ ル が 着 い た 時 ， セ ニ ョ ール ・メ ン ド

ザ は庭 で， に わ と りに え さを や っ て い

る乏 こ ろで した。

マ ニ エ ル は気 がか わ らな い うち にす

ば や く話 しま した。 「セ ニ ョール ・メ

ン ドザ ， ぼ く， ル ドル フ ォを つ れ て き

ま した 。 ル ドル フ ォは あ なた の もの で

す 。」 セ ニ ョー ル ・メ ン ドザ は わ け が

わ か らな い よ うす で した 。 「な ぜ ル ド

ル フ ォは わ しの もの な の か ね 。」

マニ エ ル は わ け を話 しま した。 「ル

ドル フ ォが， あ な た の赤 とオ レ ンジ色

の す て きな シ ャツ．を だ め に して しま っ

た の です 。 で もぼ くに は， ほか の シ ャ

ツ を買 っ てか えす だ け の お金 が な いん

です 。 それ で ， あ なた の と こ ろ に， ル

ドル フ ォを つ れ て き ま し た 。」 マニ エ

ル は ，赤 とオ レ ン ジ色 の シ ャ ツの き れ

は しを み せ ま した。

セ ニ ョー ル ・メ ン ドザ は お なか をか

か え て笑 い ま した。 「そ れ は わ しの気

に い っ て た赤 と オ レン ジ色 の シ ャ ツ だ

っ たん だ が ， 着 ふ る した も の だか ら，

や ぶ っ たん だ よ。 そ して ， そ れ を トラ

ック の油 ふ きに して つ か い は じめ た っ

て い うわ け さ 。」

「お じ さん は
， この シ ャツ が た いせ

つ に して い た もの じ ゃな い とい うん で

す ね」 マ ニ エ ル は び っ く り して き き ま

した。

「そ うだ よ
， マ ニ エル 。 きみ は わ し

に新 しい シ ャツ を買 って か えす こ とな

ん か な いん だ よ。 ル ドル フ ォを 家 につ

れ て 帰 りな さ い。 これ か らは ル ドル フ

ォを も っ と しっか りつ な い で お くん だ

よ。 こ のつ ぎか らは ， そ ん な に運 よ く

い か な い か も しれ な い か らね 。」
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「は い， そ う します 。 メ ン ドザ お じ

さん。 で もル ドル フ ォは； どん な に強

い つ な で もおか ま い な しにか み き って

しま うわ る い くせ が あ るん で す 」 と マ

ニ エル は い い ま した。

「なん とか 助 け られ る と思 うん だ が

… …」 セ ニ ョール ・メ ン ドザ は そ うい

って近 くの もの お き小屋 に行 き， 長 い

軽 くて じ ょうぶ な くさ りを もっ て き ま

した。

「ル ドル フ ォ もか み切 っ た りはで き

な い だ ろ うよ 。」

「ほ ん と うに あ りが と う
。 メ ン ドザ

お じさ ん」 と マ ニエ ル は うれ しそ うに

い い ま した 。

家 に帰 る と ち ゅ う， マ ニエ ル は ル ド

ル フ ォ に い い ま した 。 「お 父 さん の言

った こ とは 本 当 だ ね。 も しぼ くた ちが

とな りの ひ とに よ い こ とをす れ ば とな

りの ひ と もま た ぼ くた ち に よ い ことを

して くれ る。」

「メ エ
．／メ エ ．／メ エ ／」 ル ドル フ ォ

が な き ま した。

この い たず らや ぎ は意 味 が わ か って

な い ので し ょうか ， それ と もた だ も う

こ とば が で なか った の で し ょうか。
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マ豆 の き らい な 人 で も， 食 べ たリ

方 が い い の で は な い で し ょ う

か 。 そ う，体 に も良 い し， わ ざ わ ざ作

って くれ て い る人 もい るの です か ら。

で も も っ と大 切 な理 由 が あ ります 。 そ

れ は ， 自己訓 練 の 問 題 で す。

ウ ィ リア ム ・ジ ェー ムズ （１８４２－ １９

１０） とい う心 理 学 者 は， 入 間 は した く

な い と思 う こ とを毎 日 しな けれ ば な ら

な い と言 って い ます 。 だか ら リマ豆 に

限 らず， き らい な物 を 食 べ る こ と に よ

っ て， 少 しず つ 自己 訓 練 を す る こ と に

な ります 。 そ して 重 大 な決 定 を しな け

れ ば な らな い時 に， これ が とて も役 に

立 ち ます 。

家 に いて ， お 母 さん や 妹 が 部屋 に入

って 来 て も， す わ り心地 の い い椅 子 は

ゆ ず りた くな い もの で す 。 で も こ う し

た 小 さな 親 切 を う る さが らず に す る こ

とが ， 主 の 戒 め に あ る愛 を もっ と大 き

な こ とに 示 す 始 ま りに な る と 思 い ま

す 。

学校 の 宿題 も， 特 に テ レ ビ番 組 で見

た い もの が あ る 時 に は， や りた くな い

こと の一 つ です 。 で も， いつ もき ちん

と割 り当 て られ た ことを して お くと，
る

いい点がとれるばか りか，将来大学や
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実社 会 ， ま た は教 会 で 割 り当て られ た

こと をす る時 の練 習 に もな ります 。

新 聞 は たい て い漫 画 か ス ポ ー ツ欄 か

ら読 み始 め る人 が 多 い よ うで す が ， い

や で もまず 社 説 や 大 切 な記 事 を読 む よ

うに しま し ょう。 本 を 選 ぶ 時 に は， 流

行 の 手軽 に読 め る本 を 避 け て， 少 しむ

ず か し くて も価値 あ る本 に取 り組 み ま

し ょう。 そ して あ る 日， 読 む の が い や

だ った 本 が 自分 の気 に入 りに な って い

る こ とを 発 見 す るの で す。 こ う して い

る う ちに， 聖 典 を読 む の もず っ と楽 に

な る こ とで し ょう。

私 た ち は， ポ ケ ッ トに お金 が あ る と

つ い アイ ス ク リー ムや ジ ュ ー ス を買 い

た くな ります 。 で も これ らの楽 しみ が

す ぐに消 えて しま うこ と も知 って い ま

す 。 た だ お金 を貯 め る ので は あ りませ

マ ー豆
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ん。最初は気がすすまないなが らも小

銭を貯めていたのが，伝道資金を貯あ

たり，断食献金や完全な什分の一を支

払 う時に役に立ち，お金の価値と人生

における意味を学ぶことができます。

断食の原則か ら私たちが学ぶことは

いろんな欲望をコン トロールすること

です。これも最初は気がすすまな くて

も，大きな試 しが来た時に充分立ちう

ちできる力を養うための練習です。マ

ッケィ大管長は言 いました。断食の恵

みが他ならぬ人格形成であるなら，そ

れだけで私たちが断食する理由は充分

であると。

小さな自己訓練を毎 日積み重ねるこ

とにより，私たちの武具は少 しずつ強

くなり，いついかなる時にもサタンの

力に負けない力を備えることができる

のです。 （著者が１５歳の時の作品）

２４３



神の武具で

身 を固めな さい
副 管 長 ハ ロ ル ド Ｂ． リー

「亜 魔 の策 略 に対 抗 して立 ち う る
心 た め に

，神 の武 具 で身 を 固 め

な さい 。 わ た した ちの戦 い は ，血 肉 に

対 す る もの で は な く， も ろ も ろの 支配

と，権 威 と， や み の 世 の 主権 者， ま た

天 上 に い る悪 の 霊 に 対 す る 戦 い で あ

る 。」 （エ ペ ソ ６ ：Ｈ－ １２）

こ う宣 言 した 使徒 パ ウ ロは ，人 生 で

最 も恐 ろ しい戦 い と は， 人 を滅 ぼ す銃

や 爆 撃 機 の よ うな人 間 の 造 り出 した敵

で は な く， 暗 や みか ら攻 撃 を か け ， し

か も人 が 気 づ か ず に い る敵 に 対 す る も

の だ と言 っ て い る ので あ る。

さ らにパ ウ ロは， 体 の ４つ の部 分 を

守 る た め に心 要 な武 具 を 身 につ けた 勇

士 とな るよ うに言 っ て い る。 この 部 分

こそ， サ タ ンと そ の軍 勢 が 最 大 の攻 撃

の的 と狙 い， 正 義 の敵 が 人 の心 につ け

こむ と ころ で あ る。

２４４

「す な わ ち
， 立 っ て真 理 の帯 を 腰 に

しめ， 正 義 の胸 当を 胸 につ け， 平 和 の

福 音 の備 え を足 に は き … … ま た， 救 の

か ぶ とを か ぶ り… … な さ い 。」

（エ ペ ソ ６ ：１４，一 １５， １７）

徳 と活 力 が あ な た の安 全 を守 る もの

で あれ ば， 真 理 は腰 の帯 とな る もの で

あ る 。それ で は，真 理 は どの よ うに して

す べ て の悪 や不 貞 か らあ な た を守 るの

だ ろ うか ， 真 理 は 知識 で あ る と言 わ れ

た主 の 御 言 葉 を 覚 え て い た だ きた い。

「真 理 と は， 事 物 の 現 在 あ るが ま ま，

過 去 に あ り しま ま， 未 来 に あ るが ま ま

の知 識 な り。」 （教 義 と聖 約 ９３：２４）

自分 を ふ さわ し く し， 神 殿 に お いて

今 も永 世 に もわ た る結 婚 の新 し くか つ

永 遠 の誓 約 を結 ぶ 者 は， 日の 栄 の 王 国

で永 遠 に続 く家 族 と な る た め に， 最 初

の隅 の か し ら石 を置 くので あ る。 その

報 い は， 「と こ しえ に栄 光 を その 頭 に

附 け 加 え られ ん」 ことで あ る。

（ア ブ ラハ ム ３ ：２６）

これ らの永 遠 の真 理 は， も し心 か ら

信 ず るな らば， あ な た の生 命 同様 に徳

を 守 る腰 の帯 と な る ６ と だ ろ う。 しか

し， 神 と 自分 と の関 係 ， 神 聖 な結 婚 の

目的 ， そ して永 遠 性 に お け る 自分 の将

来 に対 して疑 い の念 を抱 か せ る人 の思

い に と らわ れ るな ら， 偽 りの支 配 に悩

ま さ れ るの で あ る。 なぜ な ら， 人 の思

い は これ らの危 険 か ら守 っ て くれ る真

理 とは 相反 す る もの だ か らで あ る。

で は ，心 を守 り， 正 しい行 な い を な

さ しめ る胸 当 て は ど うだ ろ うか。 これ

は ， 正 義 と呼 ば れ る材 質 で作 られ る。

正 しい 人 は ， 自分 の誤 ちを 日々悔 い改

めな けれ ば な らな い こ とを認 識 して い

るた め， 自己 改 善 に 努 め て い る。 そ し

て 一 日の 終 りに ， 今 日 もす べ て を 力 の

限 りに果 た した と心 か ら神 に言 え るよ

う， 毎 日を 最 良 の 日 とす る努 力 を 払 っ

て い る ので あ る。 放 縦 な生 活 で身 体 を

だ め にす る こ と も， 若 気 の お ろか さで

判 断 を誤 る こ と もな い。 夢 や 幻 に と ら

われ る こと な く熱 心 に知 性 を 求 め， そ

の身 体 は た くま しい。 この正 しい人 が

正 義 の胸 当 て をつ けれ ば， 「心 の清 さ

ゆ え に， 十 の力 」 を得 る。

人 生 の 目標 あ るい は 目的 を あ らわ す
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で あ り， 「つ ね に 身 を 慎 しむ こ とは 安

全 へ の代 価 」 だ か らで あ る。 そ して恐

れ は， 備 えを な さず無 意 味 に機 会 を 浪

費 す る こ とか ら くる罰 で あ る。 物質 的

な戦 いで あれ 精 神 的 な 戦 いで あ れ ， 何

事 に も， 備 え ので きて い る人 に 勝 利 の

運 が あ る。
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７口者の教える最後の武具は，頭に

か ぶ るか ぶ とで あ る。 身 体 を コ ン トロ

ール す る頭 脳 や 知 力 は ， 敵 か ら し っか

りと守 らな けれ ば な らな い 。 そ れ は，

「人 と な りは， そ の 心 に 思 う そ の ま

ま」 だか らで あ る。 （欽 定 訳箴 言 ２３：

７） 「救 い のか ぶ と」 こそ 我 々 の か ぶ

る もので あ る。

この救 い とは ， 現 世 に あ って 良 い 生

活 を した報 い と して ， 父 な る神 と御 子

の み もとで 住 ま うと い う永 遠 の 権 利 を

得 る ことで あ る。 行 動 を 決 定 す る我 々

の思 い や決 断 は， 救 い と い う究極 の 目

標 を い つ も心 に描 くな らば ， 栄 え あ る

将 来 の位 を あや う くす るす べ て の もの

に立 ち向か う ことが で き る。 現 世 で の

努 力 に対 す る永 遠 の報 い を 自信 を もっ

て迎 え られ る人 は， た えず 大 き な試 し

籔
馬唱 燭

、 ‘ ．う

ゆらい瞳諺

．懸

ら
」多

噸

ｉ ．８

、，、 ｝

砥 耽

‘

解 ．

嘘

つ６

ぐ

籔
１ノ

協

Ｐ

ξ藁》

難
●

’

ξｑ 。

３「『
・ζ

ノ
の ご ノ

藤擁

麗

にあいながらもそれに耐えてきた人で

ある。たとえば失恋の時にも自殺など

は しない。愛する人を失 っても絶望せ

ず，宿願のコンテス トなどに破れても

ひるむことを しない。戦争や破壊が自

分の将来を暗 くすることがあっても，

彼は意気消沈などしない。 この世的な

ことを超越 して，救 いという目標を決

して見失わない人である。

殺人を犯 した くなかったら怒 らない

ことをおぼえ，性的な罪に陥りた くな

いのなら不道徳な思いを捨てなければ

ならない。また盗みを して牢に入れら

れたくなければ，貧ることをやめなけ

蓼し

れ ば な らな い。 あ らゆ る誘 惑 に 立 ち向

か うに は， 前 も って よ く備 え を しな け

れ ば な らな い。 勇 気 ， 決 断 力 ， そ して

善 を な そ うとす る積極 性 が あ って 始 め

て ， 「人 生 の戦 い」、に勝 つ こ とが で き

る。 さ もな くば ， 我 々を 守 る とい わ れ

て い る この世 の 武 具 も役 に立 た な い の

で あ る。

戦 い に お いて この積 極 性 を 身 に つ け

る に は， パ ウ ロ の忠 告 を 行 な う必 要 が

あ る。

「そ の上 に
， 信 仰 のた て を 手 に取 り

な さい 。そ れ を も って ，悪 しき者 の放 つ

火 の矢 を消 す ことが で き るで あ ろ う。

ま た … …御 霊 の剣 ， す な わ ち， 神 の言

を 取 りな さ い 。」 （エ ペ ソ ６ ：１６－ １７）

「信 仰 の た て」 と 「御 霊 の剣 ， す な

わ ち， 神 の言 」 が どの よ うな働 きを な

す か 注 目 した い 。 神 の 御 言葉 が教 え る

信 仰 の導 き に よ り， 我 々 には 人生 が試

練 の場 で あ る と わか る。 また 神 の 御 言

葉 に もあ るよ うに， た と え そ の時 は苦

し くと も， 神 の ご と くに な る た め の努

力 が私 た ち の益 に な る こ と も， この信

仰 に よ り理 解 で き る。

や み の 力 と悪 の霊 に対 抗 す るた め の

知 識 を 得 て， 訓 練 と備 え を な した今 ，

「わ た した ち は
， 四方 か ら患 難 を受 け

て も窮 しな い。 途 方 に くれ て も行 き詰

ま らな い。 迫 害 に合 って も見 捨 て られ

な い。 倒 され て も滅 び な い」 の で あ

る。 （五 コ リ ン ト４ ：８－ ９）

シオ ンの若 者 よ， 神 の武 具 で身 を固

め な さい。
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武具 とな る

あなたの態度
ユ タ大学学生部 長

ニ ー ル ・ヤ ッ ク ス ウ ェ ル

誘驚 野舗鑛費
うちに，罪に対する心がまえをゆるめ

ていることがある。 この心がまえで，

誘惑に対す る我々の反応 も決まる。も

し社会の転変により罪が決まると感 じ

でいるなら，誘惑に対する我々の反応

も相対的であろう。また，罪を神と自

分との関係か ら生 じるものであると正

直に認めるな ら，その時々の誘惑に対

抗する態度が身につ くことだろう。

旧約聖書では，ダビデとヨセブの２

人が，誘惑の受けとめ方を違 った形で

小 している。この２人は共に 「神に選

ばれ た」 人 で あ った 。 また ， た ぐい ま

れ な能 力 を 持 ち， 社 会 的 に も名 声 を得

た 人 で あ る。 しか し２人 も人 間 で あ る

以 上 誘 惑 を 受 けた の で あ る。

バ テ シバ の 入浴 して い る光 景 が ダ ビ

デ の 目に 入 って しま った の は， 仕 方 の

な い こ とで あ った。 しか し， 心 の 中 で

み だ らな こ とを考 え た彼 は， それ を行

動 に移 して しま った． 「ダ ビデ は人 を

つ か わ して そ の女 の こと を探 らせ 」 ，

誘 惑 に負 け た ので あ る。 （皿サ ムエ ル

１１：３） 事 実 の発 覚 を恐 れ ， バ テ シバ
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の夫であり忠義な家来であったウリヤ

を殺 したことか ら，後になってダビデ

は自分の犯 した罪に悩まされた。ダビ
も

デ が こ う して 誘 惑 に 屈 した 時 ，歴 史 的

に 著 名 な 人 物 の 一生 が 終 わ った の で あ

る。

一 方
，主 人 の妻 か ら 「毎 日」 言 い寄

られ た ヨセ フは， 次 の ２つ の重 要 な点

で ダ ビデ とは違 っ た反 応 を示 した 。（創

世 ３９：１０） ヨセ ブ は， 奴 隷 の身 で あ る

自分 に は 「何 を も…禁 じ られ 」 て いな

か っ たが ， 主 人 の妻 だ け は例 外 で あ り

「神 に罪 を犯 す こ と」 は で きな い と き

び しい 口調 で 言 った 。 （創 世 ３９：９参

照 ） また ， 真 実 が ゆ が め られ る とい う

危 険 に 真 向 うか ら立 ち向 か い， そ の場

の 状 況 に 押 し流 され るの で は な く， 誘

惑 を避 け て 「外 に の がれ 出 た」 の で あ

るｏ （創 匪ｔ３９：９，１２）

も し罪 を単 な る人 間関 係 か ら生 じる

もの だ と考 え る な ら， 罪 を犯 す だ けの

理 由が あ るか らとい って どん な 大 罪 も

言 い逃 れ で き る し， 正 当 化 で き るの で

あ る。 教 会 員 に 対 す る世 の そ しりに つ

い て述 べ た リー ハ イ の言 葉 に は， 我 々

を 誘 惑 す るだ け で な く， 福 音 を受 け入

れ よ う とす る者 を 「指 さ して あ ざ け る

風 の態 度 」 が描 か れ て い る。 （１ニ ー

フ ァイ ８ ：２７） リー ハ イ に よ る と， 福

音 が よ くな いか らで はな く， 人 が 「あ

ざ け る」 と い うた だ そ れ だ け の 理 由 で

心 に恥 し く思 う者 が い るの で あ る。

自分 を 神 の 息子 ， 娘 で あ る と認 め，

神 に 対 し罪 を 犯 した くな い と心 に強 く

願 う時 ， 我 々 は 道徳 を 正 しい標 準 に お

くこ とに な る。 正 しい道 徳 と は， 人 の

思 い や 時代 を 超越 し， 誘 惑 に陥 い らせ

るの で は な く， ふ り払 わせ る， 正 しい

態 度 や物 の見 方 で あ る ．

．越 臨 皇
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つ も

永 世 に も」

一 教 義 と聖 約 １３２：１８一

Ｗ ． グ レ ン ・ ハ ー モ ン

時期一 普遍的な原則 つ

以上述べたようなことだけではない。時期というものがあ

る。結び固めの儀式で用いられる 「今」という言葉は，肉体

の誕生から始まって肉体の死で終わる，永遠のうちの特別な

部分をさすものである。 このように，今 も永世にもわたる結

婚をするために，我々は 「今」すなわちこの世に生きている

間，誕生 と死という二つの定点の中のどこかで結婚の契 りを

交さなくてはならないのである。

人生で物事をなす適切な時期を決めることの大切 さは強調

されすぎることはないが，これを決めることは容易ではない

であろう。物事をなす順序とその効果は，すべてそれを行な

う時期にかかっている。そして限 りない進歩の生活にあって

永遠の中の特別な部分を作 り上げているものはその一連の出

来事なのである。

農夫は，作物を植えたり栽培する時にこのことを知 る。た

くさんの収穫を得るには，前 もってよく耕 した畑に最 もふさ

わしい時期を選んて植えつけを しな くてはならない。そのあ

一
卜

Ｐ

幽

「ム も永世にも」， この言葉はリズミカルな響きを持っ
７ ている

。それは一度耳にするとじっと聞かずにはい

られない，天使が奏でる音楽の一小節を思わせる。さらに，

その言葉はよく知れば知 るほど，意味の深さ，広さがわかっ

て くる。地上で行なわれる最 もすばらしい福音の儀式，昇栄

と永遠の進歩へ至る扉の鍵である永遠の結婚の誓約の中には

永遠の限 りない可能性が秘められている。 β

「今」と 「永世」という連続 した用法に注目していただき

たい。一見すると重複 しているように見えるが，実はその言

葉の意味をはっきりさせ，お互いに強調 しているのである。

１８４３年， 日の栄の結婚に関する啓示が与えられた時，キ リス

ト教世界のどこにも，死後 も夫婦のつなが り，両親と子供の

つながりがあるという考えは見られなかった。婚姻が秘蹟の

一つにまで高められていたカトリック教会においてさえ，結

婚は死により解消されていたし， 今なおそうである１。 プロ

テスタン トの世界では，結婚は昔 も今 も 「死が二人を分かつ

まで」２という単なる公の約束ごとで しかない。

近代に与えられた啓示やその啓示を信じてきた人４が実際

に経験 した事柄に照 らしてみると，またこの世の歴史が，結

婚 と家族関係が我４の文明の重要な擁護者であるとはっきり

証明していることか ら考えてみると，今日この最 も大切な，

最 も普遍的な人間関係が，一般にこの世限 りのものと考えら

れていることはなんと奇妙な信 じ難いことだろうか。

この 「今も永世にも」という言葉は，主の宮居において固

く結ばれた結卿 §そのようなものでないことをはっきり証 し

て い る。
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との水をやるにして も，栽培をするにして も，さらには刈り

入れをする時にさえも，良い結果を得るためには最も適 した

時期を選ぱなくてはならないのである。 「時期」，それは物

事が成功するか失敗するかがかかっている普遍的な原則であ

る。

あらゆる目的のための時期

「時期」にそわないことか ら来 る否定的な結果は
，世界大

戦か ら生まれた 「小さすぎる遅すぎる」という胸の痛む言葉

で現わされている。

ウ ィ リア ム ・シェ ー クス ピア は， 時 期 と い う も の の 肯 定

的， 否 定 的 な面 を い き い き と描 写 して い る。

「人 事 に は お よ そ潮 時 と い う ものが あ る
。 う ま く満 潮 に乗

り さえす れ ば成 功 す るが ， か りに もこ いつ を 捕 え そ こ な う と

人 間一 生 の航 海 は， 不 幸 災 厄 つ づ き と い う浅 瀬 に と じ こめ ら

れ て しま う。」３

この深 い真 理 に対 して ， 聖 典 も黙 して は いな い 。

「天 が 下 のす べ て の 事 に は季 節 が あ り
， す べ て の わ ざに は

時 が あ る。 生 る る に時 が あ り， 死 ぬ るに 時 が あ り， 植 え るに

時 が あ り， 植 えた もの を 抜 くに 時 が あ り，殺 す に 時が あ り，

いや す に時 が あ り， こわ す に時 が あ り， 建 て るに 時 が あ り，

泣 くに時 が あ り， 笑 う に時 が あ り， 悲 しむ に 時 が あ り， 踊 る

に時 が あ り… …… 愛 す るに 時 が あ り， 憎 む に 時が あ り， 戦 う

に時 が あ り， 和 らぐ．に 時 が あ る。」 （伝 道 ３ ：１～ ４， ８）

人 の子 は， 自 ら次 の よ うに強 調 して お られ る。 「まず 神 の

国 と神 の 義 とを求 め な さい 。」 そ して そ の よ うにす る な らば

「これ らの もの （食 物
， 飲 物 ， 衣 服 ） は， す べ て 添 えて 与 え

られ るで あ ろ う」 と約 束 され た。 （マ タ イ ６ ：３３）

時期 の原 則 は， この世 が 造 られ る前 の天 上 の大 会 議 で も暗．

に吾 わ れ て い る。

「… … … われ ら降 り行 か ん
。 か し こに空 聞 あれ ば な り。 而

して これ らの材 料 を と りて ， これ らの 者 の住 ま うべ き地 を 造

らん。 而 して ，．これ に よ りて 彼 らを 試 し，何 にて もあ れ， 主

な る彼 らの神 の命 じた まわ ん す べ て の こ とを 彼 らが 為 す や否

やを 見 ん 。 而 して ， 最 初 の 位 を保 つ者 は更 に 附 け 加 え られ，

最 初 の位 を 保 た ざ る者 は， 最 初 の位 を保 つ者 と同 じ王 国 に て

栄 を 得 る こ と なか らん ６而 して， 第 二 の位 を保 つ者 は， と こ

しえ に栄 光 を そ の頭 に 附 け 加 え られ ん 。」 （ア ブ ラハ ム ３ ：

２４～ ２６）

更に附け加えられること

モルモンの言い方によれば， 「最初の位」は人間の前世で

の生活をさし， 「第二の位」は地上での生活をさしている。

その最初の位を保つために，我４は最初の位にいる間になん

らかの条件を満たさなくてはならなかったに違いない。それ

２４８

も

らの条件が何んであったか，また前世での生活それ自体の記

憶はすべて我々から取 り去 られているが，それは疑いもなく

この世にあって完全な試 しを受ける場を備えるという賢明な

目的のためであった。 しか し一般的な意味では，人々がそこ

で受けたさまざまな試 しは，強いられることな く自ら進んで

神のみ心に従 うか，またその能力があるかどうかを決定する

自己修養の機会であったであろう。我々は 「附け加え られ」

て 「第二の位」に来るにふさわ しい者 となるまでに，大 きな

試 しを受けてそれに打ち勝たなければならなかった。それは

大学で学位を取るのに似ている。学位を取 るために，我々は

まず第一に学問に打ちこまなければならないのである。

我々が 「第二の位」に来たということは，最初の位で 「試

し」に打ち勝ち， 「附け加えられ」たことを意味するもので

ある。我々に与えられた報いは肉体である。それは誕生と同

時に霊の家，霊の宮 となった。また肉体は霊に，それ以前に

はできなかったことを可能にさせるのである。

肉体を受けてからは一層の試 しがある。霊は肉体を使うこ

とを学ぶだけでな く，肉体を完全に霊の目的に合わせ，方向

づけなくてはならない。その霊の目的とは，霊がまだ肉体を

得ていない前世における目的と同 じ高い目的である。このよ

うに神のごとき目的が霊と霊の宿る肉体を支配するようにな

った時にのみ，我々は第二の位を保ち， 「とこしえに附け加

えられ」るにふさわしい者となるのである。

男と女

霊が肉体を制御 しようとする時，男女間の関係ほど普遍的

で重要な試 しは他にない。この関係は，生命の源泉，種族の

永続に大きな影響を与える。その重要性に１比例 して，純潔の

律法を破つた場合はまった く堕落 した状態へと陥り，一方律

法に従った人々は永遠の栄えという最 も高い位にあげられる

のである。

男女のふさわ しい親密な関係を示す ものとして，結婚はす

べて神の目にかなうはずでありジ当然筆うあるべきである。

また最高の報いを得 させる特別な試 し，すなわち 「とこしえ、

に栄光をその頭に附け加えられる」すば らしい特権を与えて

くれるのは日の栄の結婚の律法である。これは確かになされ

得 るのである。 このことをよく理解 しなが ら日の栄の結婚を

望まない人がいるだろうか。

しか し，根本的な法則には従わなければならない。すなわ

ち，誓約は最もふさわ しい時期に交されな くてはならない。

「あとで」では遅すぎるのである。

「この新 しく且つ永遠の誓約 （永遠の結婚）に就きては，

これはわが最高完全なる光栄のために定められたるものにし

て，わが最高完全の光栄を受 くる者はこの律法を守 らざるべ

か らず，またこれを守るものとす。然 らずば，その者の行 き

止りなるべし。」（教義と聖約１３２：６）

霊はこの地上において肉体の欲望，情欲を制御するのであ



る。それゆえ，進歩するために，男性と女性は地上にある間

にこの日の栄の誓約を交 し守 らなくてはならないのである。

なぜなら

「………彼 らこの世の外に去る時は，めとり嫁ぎすること

なくして彼 らは天に於て天使に任命せ らる。而 してこれ らの

天使は，彼 らよりも遙かに高き光栄に適 しき，また優れたる

光栄，永久の効ある光栄に適 しき者に奉仕すべき奉仕の僕な

り。」（教義と聖約 １３２：１６）

このように， 日の栄の結婚の誓約はこの世にある間に交さ

れなくてはならない。なぜそうしなくてはな らないか，その

理由を見極めることはそうむずか しいことではない。

肉体は， この世すなわち 「第二の位」にいる間 に得 られ

る。霊がたえず進歩する中で，肉体が永遠に有用な離 し難 い

道具となるように訓練 し，鍛える機会を霊に与えること， こ

れ こそまさに 「第二の位」の目的なのである。成長は，肉の

世界ではなく霊の世界においてたえまなく続 く。ヨハネが言

っているように 「人を生かす ものは霊であって，肉はなんの

役 に も立 た な い … … …」 の で あ る。 （ヨハ ネ ６ ：６３） それ ゆ

え ， 永 遠 に お け る人 の進 歩 の度 合 は， そ の人 の霊 が どの程 度

肉 を制 し， 霊 の 目的 に そ わせ たか に よ って 決 ま る。 聖 典 は，

神 の戒 め が す べ て俗 世 の もの で は な く， 霊 に関 わ る もの で あ

る ζ とを 明 らか に して い る。 （教 義 と聖 約 ２９：３４， ３５参 照 ）

日の 栄 の 王 国 に入 るた め に 欠 か せ な い霊 の制 御 力 ， 真 の

愛 ， 一 致 を培 うす ば ら しい場 は， 夫 と妻 ， 両 親 と子 供 の 関 係

が う ま くい って い る家 庭 を お い て他 に は な い。

主 の 宮居 で行 な わ れ る 「今 も永 世 に も」 わ た る結 婚 は， そ

の よ うに して誓 約 を交 した人 々が ， 最 もふ さわ しい時 期 にそ

れ ぞ れ の価 値 を示 し， も っ と もふ さわ しい時 期 に この偉 大 な

律 法 に喜 ん で従 った こと を示 す 証 拠 と な る。 そ れ は常 に忠 実

な者 の た め に の み存 在 し， 彼 らは 「と こ しえ に栄 光 を そ の頭

に附 け 加 え られ 」 る ので あ る。

脚注 １，新 カ トリック百科辞典 （１９６７年）第 ９巻 Ｐ。２７３

２， アメ リカ百科辞典 （１９３２年）第１８巻 Ｐ．３１３

３， 「ジュ リアス ・シー ザーゴ第 四幕，第 ３場 ２１８行

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

き

Ｒｏｖ Ｍ ．Ｄ ａｒｌｅｖ

き
ｆ

■

ｆ

１’ｒ

９月 の 聖 餐 の 聖 句

大人日曜学校

「あな た が た の 仕 え る者 を
， きよ う， 選 び な さい。 た

だ し， わ た しとわ た しの 家 とは 共 に 主 に 仕 え ます 。」

（ヨ シ ュア ２４：１５）

子供 日曜学校

「心 の清 い人 た ち は
，

る で あ ろ う。」

さいわいである，彼 らは神を見

（マ タ イ ５ ８）

２４９

、



モ ル モ ン経 に よ る

ジ ョン Ｗ ． ベ ニオ ン博 士

日聖徒イエス ・キリス ト教会の多 くの会員は人類の歴
末

史上類を見ない生活水準に達 している。近代の水準か
の
　く

らすれば貧 しいと思われる人々でさえも，過去の水準に比べ

て豊かであり，栄えている。

歴史的に見れば，現在の状態は急に変わることもあり得る。

この全般的に繁栄を続けている時期がいつ終りを告げるかは

だれ も知 らない。 しか しなが ら，我々はかつて物質的に豊か

な時代に生きた人々と同．じ誘惑に直面 しているのである。モ

ルモン経には，繁栄が人々の生活に分裂を生 じさせる可能性

のあることについて豊富な資料がある。ニーファイ人とレー

、マン人の経験を読む時に，我々は物質的な恵みを数えるのも

ためらいがちになる。実際のところ恵みという言葉は注意 し

て用いねばな らない。なぜな らば，人々がその危険に注意 し

ない限 り，繁栄は災いとなり，道徳的，霊的堕落をもたらし

得るか らである。 これはモルモン経の教える最大の教訓の一

つである。

他の条件のつりあいがとれているならば，物質的に豊かな

ことは生活を高めることになる。さらに，繁栄と義は両立が

可能であるが，豊かであることには堕落の可能性が大きくつ

きまとう。そのため，繁栄下にある我々は充分な注意が必要

である。繁栄下にあったニーファイ人の物語を分析 してみる

と，今 日我々の時代にも見 られる幾つかの誘惑に屈服 したこ

とが明らかになる。

人々は繁栄の結果，虚栄心が強まり，独善に陥ることがあ

る。人々は自らの富と，財産のゆえに自らを誇る誘 惑 に合

う。この傾向がキリス ト降誕の数年前ニーファイ人の間にあ

ったことが記 されている。

「五十二年 目には，国民の心に生 じたひどい高慢を除いて

は平安を妨げるものなしにその年は暮れた。 この慢心は，民 「

が地上で大いに富み栄えたから起ったのであって， 日に日に

増長 した。」（ヒラマン３：３６）

繁栄それ自体が人の性格を改善に向かわせることはない。

物質的な所有 と心の気高さとの間で相互に関連するものは何

一つないにもかかわらず，人々は繁栄を得ると優 越 感 を感

２５０

じ，自らの見方をゆがめるのである。

高慢になる誘惑と，繁栄下にある人々が神に関 して尊大に

なる傾向には密接な関係がある。物質的に豊かであることは

誤 った安心感，支配感を生み人々に神の導きや助けが不必要

だと感 じさせるようになる。そして，主に感謝する気持，主

により頼む気持がなくなって行 く。

「また主がその民を栄えさせその農作物
，家畜，金，銀お

よびあらゆる貴い製作物，あらゆる貴い天然物 とを豊にし，

……同時に民は安楽で隆盛を極めているためにその心をかた

くなにし，その神である主を忘れて聖者を足の下にふみにじ

ることも明 らかである。」（ヒラマン１２：２）

神と我々との関係を深 く意識 し，神の助けが必要なことを

感 じることこそ，霊性の根源である。残念ながら，物質的な

繁栄は高慢あるいは錯覚とでも言 うべきものを生む傾向にあ

り，その結果，霊的な事柄に対する我々の感度を鈍 らせてい

る。サムエルはニーファイ人のこの状態を認め，指摘 してい

る。 「あなたたちは自分の神である主から与えられた物に対

して神 に感謝をせずに，いつも富のことばか り思っている。

あなたたちの心は主に近づかず，非常に高慢に満たされて大 ，

きなことを言い，……そのほかあらゆる罪悪を犯すようにな

っている。」（ヒラマン１３：２２）

繁栄下にあって多 くの人が信仰を保ちまた強めることさえ

できるのは確かであるが，繁栄と信仰を失うことの関係につ

いては，余 りに多 くの例があり無視することができない。ニ

ーファイ人の歴史は不吉なことを予期 させる
。最初に人々は

信仰と勤勉によって主に仕え，生活する人々は努力のゆえに

恵みを与え られ，繁栄する。 しか し，労働の結んだ実により，

人々は高慢，虚栄，独善に陥り，その結果繁栄をもたらす も

ととなった信仰さえも失い始めるのである。 この過程が一世

代のうちに行なわれることがある。またある時に は二 世 代

目，三世代 目が物質的に豊かであることか ら来る誘惑に屈服

している。

物質的な繁栄に内在する第三番目の危険は，人聞としての

必要なことや悩みに鈍感になる傾向である。全般的に繁栄 し
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繁栄の考察

ている時期にあって，それが現代であれモルモン経の時代で

あろうと，すべての人々が繁栄の恵みを受けているのではな

い。必ず何かの理由で助けを必要としている人々がいるもの

である。モルモン経には，繁栄の結果，憐み，同情，慈愛，

無私などの特性が侵されていったことの例が多 く記 されてい

る。我々は物質的に恵まれた り，衣食類に恵まれると，恵 ま

れていない人々を見つけたり，助けたりしなくなるものであ

る。アルマは人々の中にこの傾向があるのに気づいていた。

「かれはまた人民相互の間に非常な不平等があって，ある

者は甚 しく傲慢になってほかの者をいやしみ，貧 しい者や着

物のない者や飢えている者や渇いている者や病気を している

者や悩んでいる者をかえりみないことを認めた。」（アルマ４

：１２）

人の必要や悩みに対 して憐みの気持ちか らそれに応えるこ

とは，イエス ・キリス トの福音の根本である。 これを償い得

るものはない。死を前にしたモロナィは，恐 らく我々をも含

んだ将来の世代が非常に豊かな生活を送ることを 知 って い

た。またニーファイ人の間で度々起こったように，繁栄のた

めにある者は他人の必要としていることに鈍感になることも

予見 していた。将来の世代に関 してモロナイの記 した言葉は ’

我々繁栄下にある世代の上に重々 しくの しかかって くるに違

いない。

「ごらん，あなたたちは金銭と自分の財産と自分の華やか

な衣と自分の教会の華やかな飾 り物とを，貧 しい人々，病気

の人々および悩んでいる人々よりも愛するのである。なぜあ

なたたちは生命のない物を自分の身に飾 りなが ら，飢えてい

る者，貧 しい者，はだかでいる者，病んでいる者また悩んで

いる者たちがあなたたちの前を通 り過ぎて行 くとき憐まない

のかｏ」（モルモン８ ：３７，３９）

繁栄下にある世代はすべて，ニーファイ入の道徳的，霊的

生活をしばしば損 ったと同じ誘惑にか られるのである。物質

的に豊かであるために，人生を唯物的に見るという結果を生

むことがある。物質偏重主義に陥 らないためにも，ニーファ

イ人の歴史を警鍾 として大 きく鳴らす必要がある。什分の一

コ鶴 鞭 ．・

と献金の原則は物質偏重主義へのべり石 と考えることができ

る。規則正 しく収入の十分の一を什分の一として支払い，教

会，伝道活動の発展，我々の中の貧 しい人の必要を満たし，

できれば自活 させるための援助としてその他の献金を支払 う

ならば，我々はこの習慣により物質的な価値について正 しい

見方を持ち続けることができるに違いない。適度の楽 しみを

得ながら生活を維持す るということ以前に，物質的な価値は

道徳的，霊的，知的，社会的価値を養い，育成するための方

法であると考えるべきである。

我々は什分の一 と献金を支払 うこ．とにより，財産や衣食類

を蓄積するだけでな く， 目的のために物質を使 うべきことを

学んでいる。正 しい精神をもって什分の一を支払 うならば，

純然たる唯物的な目的以上の価値を養 うために働かせ得るこ

とがわかるようになるであろう。教育，伝道，良い音楽，公

務への志願，立派な慈善行為のために使う金銭は，救いと結

びつかない物質やつかの間の娯楽へのあくことのない追求 と

違って，福音に一致 していることは間違 いない。

今 日の世界は繁栄を続けていると同時に，物質偏重主義へ

の道を歩んでいる。たとえばテレビ広告の宣伝する立派な生

活 とは，物質的な財産をたくわえ，肉体的な楽 しみをエンジ・

ヨィすることだとしている。まんえんしている性的錯乱，幻

覚剤の乱用，離婚はすなわち，物質的繁栄に対する我々の世代

の弱点をさらけだしているといえよう。 もし我々が以下の主

の警告，訓戒に従って生活するならば，イエス ・キリス トの

福音 とモルモン経の教えは現代の物質偏重主義に対する強力

な矯正手段になる。 「富を求めずして智恵を求めよ。さらば

見よ，神の奥義は開かれ，それより汝 ら富める者とせ らるべ

し。見よ，永遠の生命を有つ者は富めるなり。」（教義と聖約

６：７）

ジョン Ｗ。ベニオン博士は ロチェスターワード部 （ニューヨー

ク）の第一副監督をつとめ， 同時にロチェスターのブリトン中央教

育委員長でもある。 以前にインディアナ大学教育学部で教鞭をとっ

ていた。

２５１
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・常 に教室内で問題となるものに・生徒の不作法とそれを

正すためのしつけの方法がある。問題を起こす生徒を

抑え教室内の秩序を保つための手段として，権威をかさにき

．たり，おどか しや体罰を加えることがよくある。この方法を

とる教師の多くは，結果が即座に現われることを 知 っ て い

る。つまり，授業の邪魔をする生徒を教室か ら出せば，その

生徒が原因となっていた妨害はたいていな くなる。結果がす

ぐ目に見えるため，私たちは軽い気持でこの方法をとる。 し

か し，この問題の生徒は，教室に戻されれば再び同じ妨害を

始めるのである。

結果がす ぐに現われ， しかもあまり努力を必要 としないた

めに，この方法は非常に魅力的である。 しかし， クラスの秩

序を保つのにほんの少 ししか効果がな く，せいぜい少しの間

態度を変えさせるぐらいしかできないとしたら， この方法は

ほんとうに価値があるのだろうか。不作法な生徒に対す る関

心は，日曜学校が終った後 も続 くだろうか。

不作法の理由

生徒が不作法を働 くには多 くの理由がある。またどんな理

想的な授業でも不作法の理由となるものがある。それは，教

師，環境，生徒 自身のいずれかによる。教師の場合は，』準備

不足や神経質，不慣れ，御霊のない時がそれである。教室が

せます ぎたり，暑すぎたり，寒すぎた りして もその原因とな

る。教材が不充分だったり，他の生徒が話 していることも同

様 である。生徒の側にあげられる原因としては，空腹や体の

不調，疲れ，興味がないこと，批判的な性格，やかましいこ

と，眠けなどがある。

このような状態では， レッスンに集中 しようとしても確か

に無理である。 しか し，以上の状態があっても，生徒が授業

に対す る自分の責任を理解 した時には，授業がうまくいって

いるのである。 どんな状況であれ，自分の行動は自分の責任

である。

２５２
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ウィルフォード・ウッドラフは，‘私たちの責任について次

のように言 っている。

自由意志 と神に対する個人の責任は，当教会の教義にあっ

て本質をなす ものである。１

人間の権利に関 して，私は過去の神権時代と同様この神権

時代において も，神がすべての子供たちに個人の意志を与え

たもうていると申しあげたい６神の支配 と管理のもとに， こ

の意志は人にゆず りとして与えられている。この意志により

我々人類はすべて責任ある存在とな り，肉体にあって我々の

選ぶ道，生活，行ないに対 して責任をもつのである。２

それゆえ，私たちには自分の 「行ない」に対 して責任があ

る。この自分の行ないに対する責任をとるということは，行

ないの結果に対 しても責任をもつことである。そして望むと

望まざるとにかかわ らず，永遠の律法により私たちは行動の

結果を受けることになる。私たちが行動を決定する時に， こ

の過程を知っていれば有利である。すべて律法を破れば 「正

義は人に要求 して律法をきびしく行ない」（アルマ ４２：２２）

また律法を守ればそれは祝福をもたらす。なぜなら， 「そも

そも創世の以前 より天に於て定められたる一つの変 らざる律

法ありて，あ らゆる祝福はこれに基 く」か らである。 （教義

と聖約 １３０：２０）

この世にある自然の法則 もこれと似ている。食べ過ぎると

太るし，がけから飛べば体は落下する。また息をしなければ

死んで しまう。すべてこれ らの結果は，生命に関する自然の

律法を破 るか従うかによって決まる。

同様に，神の律法を破るにして も守るにしても，我々はそ

の報いを受けるのである。

不正の支配とそれを避ける方法

これは日曜学校また しつけ とどんな関係がある の だ ろ う
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か。これまで，教室内で生徒がする不作法なふるまいを解決

するため，教室か ら出 したりおどか したりという，一般的に

とられている方法について論 じてきた。この方法は，創世の

以前に天上の会議で示された第二の方法を思わせる。サタン

の提案 した不作法を抑える方法は，不作法なふるまいを許さ

ないと徹底 したものであった。主の提案は，あくまで人の自

由意志を犯さず， もし人が自由意志を使って選ぶのなら不作

法 も許す ことだった。今 日，程度の差はあれ権威を与えられ

ている者はすべて， これら二つの方法のうちどちらが他人と

の相互関係をよ ぐす る基いとなるかを決めねばならない。一

つの計画は自分の選びの結果から学ぶ機会があり， もう一つ

はしい られた結果を受け，個人の意志を許 さない もの で あ

る。生徒に向かって 「静かにしなさい。さもないと監督のと

と．ろへ連れて行きますよ。」．あるいは 「教室で話を しないよ
く ロ

うに言ったで しょう。おもてに出ていなさい。」 と言 った場

合，教師はどちらの方法をとっているだろうか。

生徒の意志を尊重 しようとする方法 もある。教師は生徒に

次のようなことをしたいと思 うのがこの方法である。

第一に，教室内でするあ．らゆる行為の結果を生徒に認識さ

せること。賢明な教師は，行動の結果が自分と他人に与える

影響を生徒に知 らせようとするものである。よく聞いてレッ

スンに参加 していれば，内容を理解できるが，人の邪魔をす

れば授業はできな くなってしまう。そして福音を学ばなけれ

ば，将来伝道に出るとが教師になるという機会を失 うのであ

る。

第二に，教師は，生徒に正 しい行為を選ぶ機会を与えるこ

と。 「正 しい」とは，生徒が心か ら望む結果をもた らす行為

を言 う。その一つの方法として，生徒自身にクラ．スの標準を

作 らせる。 こうすると，生徒は自分たちが本当に必要 として

いるものが何か，そのために何を しなければな らないかを決

める。 クラスの標準に従わない生徒が出てきた時に教師の果

たす役 目は，彼 らのふるまいの結果がどうなるかを，生徒 自

身にわからせることであるσ

たとえば， タラスで福音を学ぼ うと決めたとする。福音を

学ぶには，生徒は日曜学校に出席 し， レッスンに出て人の邪

魔をしないようにしなければならない。一人で も妨害する人

がいた ら勉強はできない。そこで， もしだれかがいつも授業

の邪魔をするようだった ら， クラスφ人が二人で，迷惑にな

っていることを皆のいない所で説明するように決める。 これ

が邪魔を した生徒に与え られる結果である。 （それでもまだ

妨害が続けられるようだった ら，もう少 しきつい結果が与え

られる。） この場合， 生徒たちは次の三つの点で意志を行使

していることになる。それは日曜学校か ら何を得 るかを計画

し，クラスを管理するための方法を決め，そ してクラスの標

準を受け入れたことである。何週間か経てある生徒がクラス

の邪魔をしたら，その時は自分で もよく承知 している結果を

受ける。そして彼が， これらの結果を受けたくないと思 うな

ら，教師は再び繰 り返さないようにさせる。恐れやおどか し

は一切使わず，教師は 「彼 （生徒）の汝 （教師）を敵視せざ

らんために，∴…その人に一層の愛を示す」のである。 （教

義と．聖約１２１：４３）

真の教育一 愛ある行為

上に述べたことは，教室で不作法があった場合にとる一つ

の方法である。 しか し，クラスで起こるいろいろな問題を即

座に直す万能薬ではなく，む しろ生徒 の自由意志を尊重 する

態度と方針をとるように勧め，授業の効果をさらに上げるた

めのものである。このためには，教師は表面的だけでな く１言

さらに深い関心を一人一入の生徒に対 して示す必要がある。

そして これは，生徒が感 じとるものでなければならないｇ時

間と努力，そして深い思慮と準備が必要かもしれない。 しか
’
しこれは生徒の心にかかわる問題であり，人の値は神の前に

大いなるものなのである。３

１．ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ド ラ フ ，

２，ウ イ ル フ ォ ー ド ・ヴ ッ ド ラ フ ，

３，教 義 と聖 約 １８ ：１０

ミ レニ ア ル ス ター １８８９年 １２月 １２日

ミレニ ア ル ス タ ー １８８９年 ９月 １日

２５３

、
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